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ܯ
࡯
ி
が
ற
ं
ڐ
Մ
要
件
を
明
確
化

東
ト
協
、૯
務
ҕ
員
会
を
開
࠵

東
ト
協
、労
務
厚
生
ҕ
員
会
を
開
࠵

東
ト
協
、物
ྲྀ
੓
ࡦ
ҕ
員
会
を
開
࠵

東
京
都
適
ਖ਼
化
事
業
࣮
ࢪ
ػ
関
ධ
議
ҕ
員
会

２４５６７

て
説
明
。
̓
年
度
か
ら
、
第

２
期
パ
イ
ϩ
ッ
ト
ブ
ϩ
ッ
ク

（
̥
̗
）の
ौ
谷
・
世
田
谷
・

目
黒
各
支
部
、୆
東
・
๽
田
・

ߥ
川
各
支
部
、
深
川
・
৓
東

各
支
部
が
ブ
ϩ
ッ
ク
に
Ҡ
行

し
、
活
ಈ
を
開
࢝
す
る
。
同

じ
く
第
２
期
̥
̗
の
඼
川
・

大
田
各
支
部
、จ
京
・
豊
島
・

๺
・
൘
ڮ
・
࿅
അ
各
支
部
は

引
き
続
き
̥
̗
と
し
て
の
取

り
組
み
を
࣮
ࢪ
す
る
。

さ
ら
に
、
会
長
ީ
ิ
者
の

બ
出
に
関
す
る
規
ఔ
の
改
ਖ਼

に
つ
い
て
৹
議
し
、
内
༰
の

一
部
改
定
と
名
শ
の
変
更
、

ҕ
員
会
設
ஔ
の
明
確
化
、
ҕ

員
の
બ
定
方
法
・
就
೚
要
件

の
見
௚
し
、
ҕ
員
長
の
બ
定

方
法
の
見
௚
し
、
会
長
の
೚

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ற

ं
で
き
た
と
し
て
も
、
場
所

に
よ
っ
て
は
す
͙
に
取
り
締

ま
り
を
ड
け
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
事
業
者

が
ற
ं
場
所
を
必
要
と
し
て

い
る
」
と
説
明
し
、
見
௚
し

へ
の
理
解
を
求
め
た
。

஑
田
՝
長
は
、
ト
ラ
ッ
ク

༌
送
が
ラ
イ
ϑ
ラ
イ
ン
を
担

う
現
状
や
ൟ
๩
期
の
引
ӽ
༌

送
の
࣮
状
に
理
解
を
示
し
、

見
௚
し
を
検
౼
し
て
い
く
と

し
た
。

ܯ
ࢹ
ி
͕
úÿ
͔
ॴ
を
௥
Ճ

ܯ
ࢹ
ி
は
４
月
１
日
、
ྩ

和
６
年
度
分
の
՟
物
集
配
中

ं
྆
の
ઐ
用
ற
ं
ス
ϖ
ー

ス
と
し
て
、
38
か
所
・
48
࿮

を
௥
加
し
た
こ
と
を
公
ද
し

た
。（
ৄ
ࡉ
͸
࣍
߸
ʹ
ܝ
ࡌ
）

東
ト
協
は
４
月

６
日
か
ら
࢝
ま
っ

東
ト
協
は
３
月
28
日
付

『
読
ച
新
ฉ
』
都
内
・
多
ຎ

版
に
、
働
き
方
改
ֵ
ਪ
ਐ
を

目
的
と
し
た
３
週
連
続
の

シ
Ϧ
ー
ζ
広
告（
શ
໘
）の

第
３
回
目
を
ܝ
ࡌ
し
た（
ࣸ

ਅ
）。広告

第
３
回
目
で
は
、「
な

ͥ
、」「
も
し
、」に
続
い
て「
で

も
、」の
一
言
と
、স
إ
の
ঁ

ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ࣸ
ਅ
で
ߏ

੒
。
ঁ
ੑ
で
も
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
活
༂
で
き

๯
಄
、
あ
い
さ

つ
に
ཱ
っ
た
ਫ
野

会
長
は
、「
関
東
運

༌
ہ
װ
部
の
方
よ

り
説
明
を
ड
け
た

よ
う
に
、
物
ྲྀ
改

ਖ਼
法
が
４
月
か
ら

ࢪ
行
さ
れ
る
。
ՙ

主
と
物
ྲྀ
事
業
者

に
規
制
的
ા
ஔ
を

定
め
た
改
ਖ਼
物
ྲྀ

効
率
化
法
と
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
な
ど
の
取
引
に
規

制
的
ા
ஔ
を
定
め
た
改
ਖ਼
՟

物
自
ಈ
ं
運
送
事
業
法
で
ߏ

੒
さ
れ
、
業
界
の
ட
ং
ҡ
࣋

の
た
め
に
ۃ
め
て
重
要
だ
。

そ
の
一
方
で
、
ՙ
主
だ
け
で

な
く
զ
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
も
多
く
の
ٛ
務
が
՝

さ
れ
る
た
め
、
今
回
の
よ
う

な
説
明
会
や
ݚ
म
会
な
ど
の

開
࠵
を
通
じ
て
、
会
員
の
皆

様
を
α
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

̓
年
度
事
業
計
画
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
ϑ
Ỹ
ー
ス
ト
の
ࢹ

点
に
基
づ
く「
બ
୒
と
集
中
」

に
よ
る
༧
算
ฤ
੒
の
も
と
、

新
規
事
業
と
し
て
̚
ラ
ー
χ

ン
グ
の
導
入
に
޲
け
た
ॿ
੒

事
業
の
確
ཱ
、
定
期
健
康
਍

断
ड
਍
අ
用
ॿ
੒
の
ਖ਼
ࣜ
֦

ॆ
な
ど
、
会
員
事
業
者
が
ਅ

に
必
要
と
す
る
事
業
を
重
点

的
に
࣮
ࢪ
し
、
ط
存
事
業
に

つ
い
て
は
更
な
る
効
率
化
を

ਤ
る
こ
と
と
し
た
。

̓
年
度
༧
算
の
ܦ
常
ऩ
入

は
20
ԯ
１
２
̔
１
・
９
ສ
ԁ

（
前
年
度
比
０
・
３
ˋ
ݮ
）、

ܦ
常
支
出
は
20
ԯ
３
５
１

６
・
３
ສ
ԁ（
同
０
・
４
ˋ

増
）で
、ऩ
支
は
２
２
３
４
・

４
ສ
ԁ
の
੺
ࣈ
と
な
る
見
込

み
。
な
お
、
会
අ
の
額
お
よ

び
ೲ
入
方
法
は
ै
来
通
り
と

す
る
。

ま
た
、̓
年
度
通
常
૯
会

に
つ
い
て
৹
議
し
、６
月
16

日
、
千
代
田
区
の
ఇ
国
ϗ
テ

ル
東
京
本
ؗ
２
֊「
޸
੃
東
」

で
開
࠵
す
る
こ
と
を
ঝ
認
。

続
い
て
、
支
部
ブ
ϩ
ッ
ク

制
導
入
の
ਐ
௙
状
況
に
つ
い

東
ト
協
は
３
月
21
日
、
ܯ

ࢹ
ி
の
日
下
ਅ
一
交
通
部
長

あ
て
に
、
ਫ
野
ޭ
会
長
と
三

規
制
の
見
௚
し
の
ਪ
ਐ

に
関
す
る
要
๬
に
つ
い

て
」を
提
出
し
た
。

同
日
は
、
三
村
ҕ
員

長
と
下
川
ޛ
・
中
島
ल

࣏
྆
෭
ҕ
員
長
が
同
ி

交
通
部
交
通
規
制
՝

を
訪
れ
、
஑
田
ਖ਼
ത
՝

長
に
要
๬
書
を
手
౉
し

た
。
要
๬
書
に
は
、
՟

物
集
配
中
に
܎
る
ற
ं

規
制
の
見
௚
し
要
๬
エ

Ϧ
Ξ
一
ཡ（
ܯ
࡯
署
別・

１
５
̓
か
所
）を
ఴ
付

し
、࣮
現
を
求
め
た
。

要
๬
事
項
で
は
、
՟
物
集

配
中
の
ं
྆
に
܎
る
ற
ं
規

制
の
見
௚
し
に
つ
い
て
、
Մ

ೳ
な
限
り
早
期
に
更
な
る
ற

ं
Օ
所
数
・
ற
ं
࿮
数
な
ど

の
֦
ॆ
を
求
め
た
。
特
に
都

心
部
の
Ӻ
周
ล
や
঎
業
・
ൟ

՚
֗
஍
Ҭ
に
集
配
ト
ラ
ッ
ク

が
ऩ
༰
Մ
ೳ
な
ற
ं
ࢪ
設
の

֦
ॆ
が
必
要
と
ૌ
え
た
。

ま
た
、
ற
ं
規
制
の
見
௚

し
࣮
ࢪ
場
所
に
集
配
ं
྆
以

外
の
一
般
ं
྆
な
ど
が
ற
ं

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ற

ं
指
導
・
取
り
締
ま
り
の
ڧ

化
、
一
般
ं
྆
ར
用
者
へ
の

周
知
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
ࡢ
年
４
月
か
ら

ࢪ
行
さ
れ
た
േ
則
付
き
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
へ
の
対

Ԡ
、
働
き
方
改
ֵ
ਪ
ਐ
に
よ

る
生
産
ੑ
޲
上
、
ற
ं
場
所

୳
し
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ߴ
ス
ト
Ϩ
ス
か
ら
く
る
事
ނ

へ
の
ݒ
念
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
ൢ
や
ߴ
齢
化
社
会
の
ਐ

ల
に
൐
う
ݸ
୐
配
送
の
増
加

な
ど
を
౿
ま
え
、
一
部
の
諸

外
国
と
同
様
、
՟
物
ं
に
限

り
࿏
上
ற
ं
を
解
ې
す
る
こ

と
や
、
՟
物
配
ୡ
中
の
ற
ं

に
限
り
、
取
り
締
ま
り
対
象

の
ற
ं
時
間
の
؇
和
、
՟
物

ं
を
除
外
し
た
ற
ं
ې
ࢭ
規

制
、
՟
物
ं
を
対
象
と
し
た

時
間
制
限
ற
ं
区
間
規
制
を

行
う
な
ど
、
規
制
の
見
௚
し

を
要
๬
し
た
。

三
村
ҕ
員
長
は「
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
࣮
ࢪ
さ

れ
、
༌
送
の
効
率
化
や
労
働

時
間
の
୹
ॖ
を
ਐ
め
て
い
る

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ற
ं
ス

ϖ
ー
ス
を
୳
す
時
間
は
大
き

期
の
明
示
と
通
算
೚
期
の
上

限
の
設
定
、
ҕ
員
の
守
ൿ
ٛ

務
の
限
定
化
に
つ
い
て
改
ਖ਼

を
行
う
こ
と
を
ঝ
認
。
̓
年

度
は
新
た
な
手
続
き
の
周
知

を
ਤ
り
、̔
年
度
の
改
બ
期

に
新
規
ఔ
に
基
づ
く
会
長
の

બ
定
を
行
う
。

こ
の
΄
か
、
ඪ
準
的
運
賃

の
ಧ
出
率
、
東
京
都
の
６
年

度
ิ
ਖ਼
༧
算
に
よ
る
運
༌
事

業
者
޲
け
೩
料
අ
ߴ
ಅ
ۓ
ٸ

対
ࡦ
事
業
、
̚
ラ
ー
χ
ン
グ

導
入
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ਫ
野
会
長
は
、
会
員
の
ඪ

準
的
運
賃
の
ಧ
出
率
が
目
ඪ

を
ୡ
੒
で
き
た
こ
と
に
感
ँ

の
言
༿
を
述
べ
、運
賃・料
金

ऩ
ड
に
޲
け
た
こ
れ
か
ら
が

本
൪
で
あ
る
と
ڧ
調
し
た
。

村
Ғ
一
࿠
物
ྲྀ
੓
ࡦ
ҕ
員
長

（
෭
会
長
）の
連
名
で「
՟
物

集
配
中
の
ं
྆
に
܎
る
ற
ं

た「
春
の
શ
国
交
通
安
શ
運

ಈ
」
の
期
間
中
、
都
内
２
か

す
る
。

今
季
は
４
月
10
日
を
֗
಄

指
導
活
ಈ「
౷
一
࣮
ࢪ
日
」

と
し
て
設
定
し
て
い
る
が
、

東
ト
協
各
支
部
で
は
、
運
ಈ

期
間
を
通
じ
て
、
様
々
な
交

通
安
શ
活
ಈ
を
ల
開
し
て
い

る
。運

ಈ
期
間
を
௚
前
に
߇
え

た
千
代
田
支
部（
田
中
හ
೭

支
部
長
）は
４
月
１
日
、
神

田
ܯ
࡯
署
主
࠵
の
交
通
安
શ

イ
ϕ
ン
ト
に
ࢀ
加
し
た
΄

か
、
豊
島
支
部（
়
ו
ږ
支

部
長
）は
４
日
、஑
ା・目
ന・

૥
י
各
ܯ
࡯
署
を
訪
問
し
、

交
通
安
શ
に
޲
け
て
意
見
を

交
׵
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
に
ौ
谷
支

部（
田
中
ल
थ
支
部
長
）は

̔
日
、
ॳ
୆
交
差
点
で
代
々

木
ܯ
࡯
署
に
協
ྗ
し
、
จ
京

支
部（
੕
野
ণ
康
支
部
長
）

は
９
日
、
後
楽
１
ஸ
目
交
差

点
付
近
で
෋
ࡔ
ܯ
࡯
署
に
協

ྗ
し
て
、
そ
れ
ͧ
れ
า
行
者

༠
導
や
ノ
ϕ
ル
テ
ィ
の
配
෍

な
ど
、
交
通
安
શ
を
呼
び
か

け
る
֗
಄
活
ಈ
を
࣮
ࢪ
。
大

田
支
部（
谷
ޱ
ᚸ
ೋ
支
部
長
）

は
̔
日
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
ッ

ϓ
作
ઓ
を
ల
開
し
た
。

（
౷
Ұ
࣮
ࢪ
೔
の
׆
ಈ
͸
࣍

߸
ʹ
ܝ
ࡌ
）

る
こ
と
を「
;

つ
う
に
は
た
ら

き
、
;
つ
う
に
給
料
を
と
っ

て
、
;
つ
う
に
家
に
ؼ
る
生

活
の
は
じ
ま
り
。」
の
ボ
デ

ィ
ί
ϐ
ー
で
ද
現
す

る
一
方
、
活
༂
す
る

ঁ
ੑ
が
গ
な
い
現
状

を
ૌ
え
て
い
る
。

ま
た
、
広
告
で
は

「
日
本
を
෮
ڵ
す
る

࢓
事
。」
を
α
ブ
テ

ー
マ
と
し
、
災
֐
現

場
に
物
ࢿ
を
運
ぶ
ঁ

ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー
も
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

な
お
、
શ
３
回
の

シ
Ϧ
ー
ζ
広
告
は
、

東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー

ジ
や
公
ࣜ
̛
̰
̲
̴

̱
̾
̾
̺
に
も
ܝ
ࡌ

し
て
い
る
。

同
日
は
、
理
事
会
の
開
࠵

に
先
ཱ
ち
、
物
ྲྀ
の
２
０
２

４
年
問
題
に
関
す
る
説
明
会

を
開
࠵
し
た
。

関
東
運
༌
ہ
自
ಈ
ं
交
通

部
՟
物
՝
の
ਿ
田
ඒ
千
代
՝

長
と
同
交
通
੓
ࡦ

部
؀
ڥ
・
物
ྲྀ
՝

の
林
ণ
޺
՝
長
ิ

ࠤ
が
４
月
１
日
か
ら
の
新
物

効
法
の
ࢪ
行
、
改
ਖ਼
՟
物
自

ಈ
ं
運
送
事
業
法
に
つ
い
て

そ
れ
ͧ
れ
説
明
し
た
。（
ຊ
߸

ʹ
෺
ྲྀ
վ
ਖ਼
๏
ؔ
࿈
の
ࢿ
料

Λ
ಉ
෧
）

所（
༗
楽
ொ
、
ཱ

川
）の
԰
外
大
ܕ

Ϗ
ジ
ἀ
ン
と
、
新

॓
Ӻ
੢
ޱ
通
࿏
の

デ
ィ
ス
ϓ
Ϩ
イ
、

東
ト
૯
合
会
ؗ
１

֊
の
デ
ジ
タ
ル
α

イ
ネ
ー
ジ
で
、
ܯ

ࢹ
ி
交
通
部
と
の

連
名
に
よ
る
交
通

安
શ
運
ಈ
の
ܒ
ൃ

ө
૾
を
์
ө
し
て

い
る（
ࣸ
ਅ
）。
์

ө
は
期
間
中
の
15

日
ま
で
ຖ
日
࣮
ࢪ

஑
ా
՝
௕
ʹ
ཁ
๬
ॻ
Λ
ख
౉
͢
ࡾ
ଜ

ҕ
һ
௕ớ
ӈ
͔
Β
̎
൪
໨
Ờͱ
Լ
઒
෭

ҕ
һ
௕
᷁
ỏத
ౡ
෭
ҕ
һ
௕
᷀

会
௕
બ
ఆ
の
৽
ن
ఔ
を
ܾ
ఆ

౦
ژ
౎
ト
ϥ
ỽ
ク
ڠ
ձớ
ਫ
໺
ޭ
ձ
௕
Ờは

̏
݄
28
೔
、౦
ト
૯
߹
ձ
ؗ
で
、ྩ
࿨
̒
年
度

ୈ
̑
回
ཧ
事
ձớ
̬
̴
̱
併
༻
Ờを
։
࠵
し
、̓

年
度
事
業
ܭ
ը
ॻ
・
ऩ
ࢧ
༧
ࢉ
ॻớ
Ҋ
Ờな
Ͳ

を
৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。ủ
બ
୒
と
ू
த
Ứと
໏
ଧ

ỳ
た
༧
ࢉ
を
ฤ
੒
し
、υ
ϥ
イ
ό
ー
フ
Ỹ
ー
ε

ト
の
ࢹ
఺
に
基
ͮ
き
、଴
۰
改
ળ
・
݈
߁
؅
ཧ
・

҆
શ
ڭ
ҭ
の
新
ن
事
業
に
ॏ
఺
的
に
഑
෼
し

た
。ま

た
、ձ
௕
ީ
ิ
ऀ
の
બ
ग़
に
ؔ
す
る
ن
ఔ

の
改
正
Ҋ
を
ঝ
ೝ
し
、̔
年
度
か
Β
新
ن
ఔ
の

も
と
で
ձ
௕
બ
ग़
を
進
め
る
。

６年度
ୈ̑ճ ཧ事会౦τڠ

７年度事業計画ɾ༧ࢉͳͲ承認東ト協

ܯ
ࢹ
ி
ަ
௨
部
に
ཁ
๬
ఏ
ग़

ற
ं
ن
制
ͷ
ݟ
௚
͠
ٻ
Ί
Δ

東 ト 協
֤ ࢧ ෦ؒظ௨ͯ͡ަ௨҆શ׆ಈΛల։

ಡ
ച
৽
ฉ
޿
ࠂ
ୈ
̏
ճ

女性ドライバー活躍へ

෺
ྲྀ
վ
ਖ਼
๏
ࢪ
ߦ
Λ
௚
લ
ʹ

ؔ
ӡ
ہ
͕
આ
໌
ձ

υϥΠόーϑΝーετࢹ఺Ͱॏ఺తͳۀࣄ΁
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企画部 事業グループ

ܯ
࡯
ி
は
３
月
31

日
、
都
道
府
ݝ
ܯ
࡯

本
部
な
ど
に
対
し

て
、「
ற
ं
ڐ
Մ
及

び
ற
ं
規
制
か
ら
の

除
外
ા
ஔ
の
運
用
の

見
௚
し
に
つ
い
て
」「
ற
ं
ڐ

Մ
の
運
用
の
見
௚
し
に
お
け

る
留
意
点
に
つ
い
て
」「
ற
ं

規
制
か
ら
の
除
外
ા
ஔ
の
運

用
の
見
௚
し
に
お
け
る
留
意

点
に
つ
い
て
」
の
各
通
ୡ
を

ൃ
出
し
た
。

ற
ं
ڐ
Մ
及
び
ற
ं
規
制

か
ら
の
除
外
ા
ஔ
に
関
し
、

必
要
な
交
通
の
安
શ
と
ԁ
׈

を
確
保
す
る
た
め
、
ݸ
々
の

関
東
運
༌
ہ
と
東
京
労
働

ہ
は
３
月
25
日
、
東
ト
૯
合

会
ؗ
で
、
第
16
回「
ト
ラ
ッ

ク
༌
送
に
お
け
る
取
引
؀

ڥ
・
労
働
時
間
改
善
東
京
都

஍
方
協
議
会
」
を
開
࠵
し
、

ྩ
和
６
年
度
の
取
り
組
み
お

よ
び
周
知
事
項
に
つ
い
て
説

明
。
取
引
؀
ڥ
お
よ
び
労
働

時
間
に
関
す
る
現
場
で
の
変

化
や
՝
題
な
ど
の
࣮
ଶ
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

現
場
の
࣮
状
を
צ
Ҋ
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ

つ
も
、
運
用
の
౷
一
を
ਤ
る

΄
か
、
関
܎
手
続
等
の
合
理

化
及
び
؆
ૉ
化
を
ਪ
ਐ
す
る

た
め
、
運
用
の
見
௚
し
を
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

通
ୡ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

ற
ं
ڐ
Մ
に
お
い
て
都
道
府

ݝ
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
要

件
や
ਃ
੥
書
ྨ
の
౷
一
化
を

指
示
。
ற
ं
に
܎
る
用
務
と

し
て
、「
５
分
を
超
え
な
い

時
間
内
の
՟
物
の
ੵ
Է
し
そ

の
他
ற
ं
違
反
と
な
ら
な
い

方
法
に
よ
る
こ
と
が
お
よ
そ

不
Մ
ೳ
と
認
め
ら
れ
る
用
務

๯
಄
、
関
運
ہ
の
౻
田
ྱ

子
ہ
長
が「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
だ
け
で
な
く
、
ൃ
ՙ

主
・
ண
ՙ
主
྆
方
を
ؚ
め
た

α
ϓ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
શ
ମ
で

協
ྗ
し
て
ਪ
ਐ
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
た
΄
か
、
東

労
ہ
の
෋
田
๬
ہ
長
が「
労

働
時
間
࡟
ݮ
に
޲
け
た
取
り

組
み
の
࣮
ફ
へ
、
ൃ
・
ண
ՙ

主
を
ؚ
め
た
業
界
શ
ମ
に
対

す
る
૯
合
対
ࡦ
を
ਐ
め
て
い

で
あ
る
こ
と
」と
し
、՟
物
集

配
を
ற
ं
ڐ
Մ
ਃ
੥
の
要
件

と
明
確
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
ற
ं
Մ
ೳ
な
場
所

の
༗
ແ
に
つ
い
て
、「
࿏
外

ற
ं
場
、
࿏
上
ற
ं
場
及
び

ற
ं
が
ې
ࢭ
さ
れ
て
い
な
い

道
࿏
の
部
分
の
い
ず
れ
も
存

在
せ
ず
、
ຢ
は
こ
れ
ら
の
ར

用
が
ࠔ
೉
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
」
と
し
、
重
ྔ
・
長
大

な
՟
物
の
ՙ
下
し
な
ど
の
た

め
に
用
務
先
の
௚
近
に
ற
ं

す
る
必
要
が
あ
る
ं
྆
以
外

に
つ
い
て
は
、「
当
該
用
務
先

か
ら
お
お
む
ね
１
０
０
ἇ
以

内
」
と
౷
一
し
、
ற
ं
場
所

く
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
ਫ
野
ޭ
会

長
が「
物
ྲྀ
の
２
０
２

４
年
問
題
は
࢝
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
今
後
も
続

く
問
題
へ
の
対
Ԡ
が
最

重
要
՝
題
だ
」
と
ڧ
調

し
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、
今

が
な
い
ൣ
ғ
を
明

示
し
て
い
る
。

通
ୡ
で
は
̓
月

શ
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
４
月
１
日

か
ら
、
ྩ
和

̓
年
度「
イ

ン
タ
ー
ン
シ

ッ
ϓ
導
入
ଅ

ਐ
支
ԉ
事

౦
ژ
౎
ਓ
）ࣄ
４
月
１
日
）

都
ࢢ
੔
備
ہ
次
長（
同
ہ

૯
務
部
長
）
ࢁ
࡚
ଠ
࿕
˜
同

ہ
ٕ
監（
ॅ
୐
੓
ࡦ
本
部
都

Ӧ
ॅ
୐
ܦ
Ӧ
部
長
）
܀
谷
川

఩
༤
˜
؀
ڥ
ہ
次
長（
同
ہ

૯
務
部
長
）
྘
川
෢
ത
˜
෱

ࢱ
ہ
長（
؀
ڥ
ہ
理
事ợ
؀
ڥ

੓
ࡦ
૯
合
ਪ
ਐ
担
当
Ụ）
∁

㟒
ल
೭

؀
ڥ
ہ
؀
ڥ
改
善
部
長

（
同
ہ
؀
ڥ
੓
ࡦ
担
当
部
長

ợ
生
物
多
様
ੑ
担
当
部
長
・

̙
̭
ਪ
ਐ
担
当
部
長
・
੓
ࡦ

企
画
ہ
Χ
ー
ボ
ン
ϋ
ー
ϑ
担

当
部
長
・
子
ڙ
੓
ࡦ
連
ܞ
ࣨ

企
画
調
੔
担
当
部
長
・
ス
タ

ー
ト
Ξ
ッ
ϓ
・
国
際
金
༥
都

ࢢ
ઓ
ུ
ࣨ
ス
タ
ー
ト
Ξ
ッ
ϓ

ઓ
ུ
ਪ
ਐ
担
当
部
長
݉
務
Ụ）

中
島
ོ
行
˜
؀
ڥ
ہ
؀
ڥ
改

善
部
自
ಈ
ं
؀
ڥ
՝
長（
同

ہ
気
ީ
変
ಈ
対
ࡦ
部
家
ఉ
エ

ネ
ル
Ϊ
ー
対
ࡦ
՝
長
）
東
ᑍ

ࠨ
ֆ
子

ؔ
౦
ӡ
༌
ہ
ਓ
ࣄ

（
４
月
１
日
）

૯
務
部
次
長（
ւ
上
安
શ

؀
ڥ
部
ट
੮
運
ߤ
労
務
監
理

׭
）
੪
౻
ݡ
一
˜
܈
അ
運
༌

支
ہ
長（
࡛
ۄ
運
༌
支
ہ
次

長
）
ງ
ӽ
千
ळ
˜
東
京
運
༌

支
ہ
ट
੮
運
༌
企
画
ઐ
໳

׭
ợ
༌
送
Ụ（
千
༿
運
༌
支
ہ

ट
੮
運
༌
企
画
ઐ
໳
׭
ợ
༌

送
Ụ）খ
林
૱

東
京
運
༌
支
ہ
次
長（
自

ಈ
ं
交
通
部
ཱྀ
客
第
ೋ
՝

長
）
神
ٶ
ल
थ
˜
自
ಈ
ं
ٕ

ज़
安
શ
部
管
理
՝
長（
東
京

運
༌
支
ہ
ट
੮
運
༌
企
画
ઐ

໳
ợ׭
ొ
࿥
Ụ）ۄ
井
ໜ
थ
˜

東
京
運
༌
支
ہ
ट
੮
運
༌
企

画
ઐ
໳
׭
ợ
ొ
࿥
Ụ（
神
奈
川

運
༌
支
ہ
ट
੮
運
༌
企
画
ઐ

໳
ợ׭
ొ
࿥
Ụ）ੁ
野
ӳ
थ
˜

ಢ
木
運
༌
支
ہ
長（
自
ಈ
ं

交
通
部
次
長
）
܀
田
ӳ
थ
˜

自
ಈ
ं
交
通
部
次
長（
東
京

運
༌
支
ہ
次
長
）
皆
川
੣
࢘

˜
東
京
運
༌
支
ہ
次
長（
ւ

上
・
ߓ
࿷
・
ߤ
ۭ
ٕ
ज़
ݚ
ڀ

所
）
∁
木
ֶ
˜
自
ಈ
ं
監
査

指
導
部
次
長（
自
ಈ
ं
ٕ
ज़

安
શ
部
保
安
・
؀
ڥ
՝
長
）

ୌ
田
խ
඙
˜
自
ಈ
ं
ٕ
ज़
安

શ
部
保
安
・
؀
ڥ
՝
長（
自

ಈ
ं
事
ނ
対
ࡦ
ػ
ߏ
）
দ
ᖒ

健
一
˜
自
ಈ
ं
監
査
指
導

部
ट
੮
自
ಈ
ं
監
査
׭
ợ
՟

物
Ụ（
神
奈
川
運
༌
支
ہ
ट
੮

཮
運
ٕ
ज़
ઐ
໳
׭
ợ
検
査
・

੔
備
・
保
安
Ụ）
∁
木
উ
ٛ

業
務
用
ं
྆
に
܎
る
ற
ं
ध

要
に
対
Ԡ
す
る
た
め
、
ֳ
議

決
定
さ
れ
た
規
制
改
ֵ
࣮
ࢪ

計
画
に
、
物
ྲྀ
を
は
じ
め
と

し
た
社
会
的
イ
ン
ϑ
ラ
を
担

う
事
業
者
の
ற
ं
規
制
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
検
౼
が
੝

り
込
ま
れ
た
も
の
。

業
」
を
࣮
ࢪ
し
て
い
る
。
こ

れ
に
൐
い
、
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
取
り
次
͗
事
業
と

し
て
、
ਃ
੥
ड
付
を
行
っ
て

い
る
。

同
事
業
は
ए
年
労
働
者
の

確
保
対
ࡦ
の
一
؀
と
し
て
、

ए
手
人
ࡐ
を
効
果
的
に
採
用

す
る
目
的
で
行
っ
て
い
る
も

の
。
શ
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ

（
̝
̥
）の「
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
ϓ
ొ
࿥
α
イ
ト
ܦ「
༝
で
、

ߴ
等
ֶ
ߍ
以
上
の
ڭ
ҭ
ػ
関

か
ら
３
日
間
以
上
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
ϓ
を
ड
け
入
れ
た

中
খ
事
業
者
に
対
し
、
අ
用

の
一
部
を
ॿ
੒
す
る
。

۩
ମ
的
に
は
次
の
通
り
。

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
η
ン
タ

ー
は
４
月
２
日
、
ྩ
和
６
年

度
第
２
回
運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ

（
՟
物
）の
合
֨
者
を
ൃ
ද

˜
自
ಈ
ं
ٕ
ज़
安
શ
部
次
長

（
࡛
ۄ
運
༌
支
ہ
長
）
ᅶ
村

૱
˜
࡛
ۄ
運
༌
支
ہ
長（
自

ಈ
ं
ٕ
ज़
安
શ
部
ٕ
ज़
՝

長
）
∁
ٱ
ߒ
一
˜
自
ಈ
ं
ٕ

ज़
安
શ
部
ٕ
ज़
՝
長（
自
ಈ

ं
ٕ
ज़
૯
合
ػ
ߏ
）
ळ
月
ߒ

ر
˜
ࢁ
ས
運
༌
支
ہ
長（
自

ಈ
ं
ٕ
ज़
૯
合
ػ
ߏ
）
ໜ
木

明
˜
自
ಈ
ं
ٕ
ज़
安
શ
部
੔

備
՝
長（
東
京
運
༌
支
ہ
ट

੮
཮
運
ٕ
ज़
ઐ
໳
ợ׭
検
査・

੔
備
・
保
安
Ụ）
ٶ
㟒
ਗ਼
࣏

˜
東
京
運
༌
支
ہ
ट
੮
཮
運

ٕ
ज़
ઐ
໳
ợ׭
検
査
・
੔
備
・

保
安
Ụ（
࡛
ۄ
運
༌
支
ہ
ट
੮

཮
運
ٕ
ज़
ઐ
໳
׭
ợ
検
査
・

੔
備
・
保
安
Ụ）
古
ᖒ
࣮
˜

自
ಈ
ं
ٕ
ज़
安
શ
部
長（
ܯ

࡯
ி
交
通
ہ
付
）৿
内
޹
৴

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

都
道
府
ݝ
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
所
ଐ
す
る

中
খ
企
業
者（
ࢿ
本

金
３
ԯ
ԁ
以
下
ま
た

は
ै
業
員
数
３
０
０

人
以
下
）。
ਃ
੥
は
、

１
事
業
者
１
回
に
限
る

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

ड
け
入
れ
人
数
に
か
か
わ

ら
ず
、
ड
け
入
れ
期
間
３
日

間
が
９
ສ
ԁ
、
同
４
日
間
が

11
ສ
ԁ
、
同
５
日
間
以
上
が

13
ສ
ԁ

ở
࣮
ࢪ
ظ
ؒ
Ỡ

̔
年
２
月
28
日
ま
で（
༧

算
額
１
５
０
０
ສ
ԁ
に
ୡ
し

次
第
、ड
付
終
ྃ
）

ở
ॿ
੒
ཁ
݅
Ỡ

ᶃ
ड
け
入
れ
期
間
が
３
日

間
以
上

ᶄ
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ϓ
ϩ
グ
ラ
Ϝ
で
、
次

の
内
༰
を
ؚ
む
も
の

˜
点
呼
や
日
常
点
検
な
ど

安
શ
運
行
に
޲
け
た
取
り
組

み
の
見
ֶ
な
ど

˜
৐
務
ମ
）ݧ
ֶ
ߍ
ଆ
か

ら
の
要
੥
ま
た
は
社
内
規
定

で
৐
務
ମ
ݧ
を
ؚ
ま
な
い
場

合
を
除
く
）

ৄ
ࡉ
は
、
શ
ト
協
̝
̥
ま

た
は
東
ト
協
̝
̥
を
ࢀ
র
。

˜
ਃ
੥
・
問
い
合
わ
せ
先

ử
東
ト
協
૯
務
部
広
報
・
情

報
（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

４
１
３
４
）

年
度
の
取

り
組
み
と

し
て
、
物
ྲྀ
ֵ
新
に
޲
け
た

੓
ࡦ
パ
ッ
έ
ー
ジ
や
物
ྲྀ
改

ਖ਼
法
に
つ
い
て
説
明
。
関
運

ہ
・
東
労
ہ
が
ඪ
準
的
運
賃

の
ಧ
出
状
況
や
、ト
ラ
ッ
ク・

物
ྲྀ
̜
メ
ン
の
活
ಈ
、労
働

基
準
監
督
署
に
よ
る
ՙ
主
へ

の
要
੥
、
働
き
方
改
ֵ
ਪ
ਐ

支
ԉ
ॿ
੒
金
な
ど
を
説
明
し

た
。続
い
て
、東
ト
協
が
働
き

方
改
ֵ
関
連
法
対
Ԡ
や
人
ࡐ

確
保
、ඪ
準
的
運
賃・料
金
ऩ

ड
の
ଅ
ਐ
に
޲
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
঺
介
し
た
。

こ
の
後
、
現
場
で
の
変
化

や
՝
題
な
ど
の
࣮
ଶ
に
つ
い

て
ҕ
員
が
意
見
を
述
べ
た
。

な
お
、
同
協
議
会
に
は
東

ト
協
か
ら
、
ਫ
野
会
長
の
΄

か
、
௟
目
ོ
༤
・
৿
本
উ
໵

各
෭
会
長
、
ᷤ
০
支
部
の
ླ

木
ߩ
支
部
長
が
ҕ
員
と
し
て

ࢀ
画
し
て

い
る
。

１
日
ま
で
に
、
શ
国
で
運
用

開
࢝
を
求
め
て
い
る
。

物
ྲྀ
の
２
０
２
４
年
問
題

を
എ
ܠ
に
、業
務
の
ੑ
࣭
上
、

୹
時
間
の
ற
ं
が
不
Մ
ආ
の

し
た
。
શ
国
で
̓
０

̔
４
人
、
合
֨
率
は

34
・
１
ˋ
だ
っ
た
。

ま
た
、
東
京
会
場

の
合
֨
者
は
５
９
４

人
、
合
֨
率
は
38
・

４
ˋ
だ
っ
た
。

ி͕௨ୡ࡯ܯ 貨
物
ू
഑
த
Λ
ற
ं
ڐ
Մ
ਃ
੥
ͷ
ཁ
݅
ʹ

શɹࠃ
߹֨཰ ����ˋ ̒

೥
౓

ୈ
̎
ճ

ӡ
؅
ࢼ
ݧ

෺
ྲྀ
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ۀ
ऀ
・
ՙ
ओ
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ڠ
ྗ
͕
ඞ
ཁ
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今
年
２
月
に
、
新
東
名
ߴ

଎
道
࿏
の
ॣ
Տ
࿷
প
௡
̨
̖

と
浜
দ
̨
̖
間
で
自
ಈ
運
転

ト
ラ
ッ
ク
の
૸
行
࣮
ূ
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
ヤ
マ
ト
運

༌
、̣
̚
̭
̩
̡
̾
̶
̸
͂

̓
̸
̲
͂
̟
̰
̿
̰
̽
、μ

イ
ナ
ϛ
ッ
ク
マ
ッ
ϓ
ϓ
ラ
ッ

ト
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
、
̗
̞
̥
̧
̤

̜
̮
の
４
社
が
開
ൃ
し
た
、

自
ಈ
運
転
を
支
ԉ
す
る
デ
ー

タ
連
ܞ
シ
ス
テ
Ϝ
に
よ
る
૸

行
安
શ
ੑ
や
、
ڞ
同
༌
送
の

効
率
化
の
࣮
現
ੑ
に
つ
い
て

検
ূ
し
た
も
の
。
�
社
は
新

エ
ネ
ル
Ϊ
ー
・
産
業
ٕ
ज़

૯
合
開
ൃ
ػ
）ߏ
̣
̚
̙
̤
）

が
公
ื
し
た「
産
業
̙
̭
の

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ϑ
ラ

੔
備
事
業
／
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ϑ
ラ
イ
ン
の
先
行
࣮
૷
に
ࢿ

の
だ
が
、
今
度
は
ো
֐
物
を

検
知
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
情

報
を
自
ಈ
解
ੳ
し
、
回
ආ
ル

ー
ト
を
自
ಈ
的
に
設
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
そ

の
ো
֐
物
回
ආ
ル
ー
ト
情
報

を
ϑ
Ỽ
ー
ク
Ϧ
ϑ
ト
ૢ
ॎ
者

の
タ
ブ
Ϩ
ッ
ト
に
送
り
、
そ

れ
に
̤
̠
を
出
す
か
ど
う
か

判
断
す
る
。
ϑ
Ỽ
ー
ク
Ϧ
ϑ

ト
ૢ
ॎ
者
が
最
終
判
断
す
る

の
は
、
現
在
の
ػ
ೳ
で
は
目

前
の
ো
֐
物
の
自
ಈ
回
ආ
は

判
断
で
き
る
が
、
そ
の
先
に

あ
る
ো
֐
物
な
ど
ま
で
は
情

報
判
断
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ッ
ク

の
自
ಈ
運
転
は
গ
し
ず
つ
ٕ

ज़
開
ൃ
が
ਐ
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
公
道
を
自
ಈ
૸
行
す

る
な
ど
、
Ϩ
ϕ
ル
４
で
の
࣮

૷
化
ま
で
に
は
も
う
গ
し
時

間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
ト

৿
ా
෋
࢜
෉
）

す
る
基
൫
に
関
す
る
ݚ
ڀ
開

ൃ
」
で
同
シ
ス
テ
Ϝ
を
開
ൃ

し
た
。

一
方
で
、
公
道
で
は
な
く

物
ྲྀ
η
ン
タ
ー
ߏ
内
に
お
け

る
ト
ラ
ッ
ク
の
自
ಈ
運
転

（
Ϩ
ϕ
ル
４
૬
当
）を
、ྩ
和

４
年
２
月
か
ら
続
け
て
い
る

事
業
者
が
い
る
。
日
本
Ϟ
Ϗ

Ϧ
テ
ィ
が
開
ൃ
し
た
自
ಈ
運

転
૷
ஔ
を
౥
ࡌ
し
た
４
Ἁ
ト

ラ
ッ
ク
を
２
୆
導
入
し
、
܈

അ
大
ֶ
次
世
代
Ϟ
Ϗ
Ϧ
テ
ィ

社
会
࣮
૷
ݚ
ڀ
η
ン
タ
ー
や

ϓ
ϩ
ί
ー
ド
と
連
ܞ
し
て
、

「
׬
શ
ແ
人
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
場
内
自
ಈ
ൖ
送
α
ー
Ϗ

ス
」
の
早
期
࣮
現
に
޲
け
た

࣮
ূ
࣮
ݧ
を
行
っ
た
。
こ
の

取
り
組
み
に
よ
り
今
年
１
月

に
、
ো
֐
物
を
検
知
す
る
と

ݿ
、
ྫྷ
ଂ
૔
）ݿ
２
౩
）、
ྫྷ

ଂ
自
ಈ
૔
ݿ
、
ラ
ッ
ク
૔
ݿ

（
２
౩
）、
特
設
૔
ݿ
、
そ
の

他
が
ݐ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
中
に
は
保
管
だ
け
で
は

な
く
、
国
内
や
ւ
外
に
出
ՙ

す
る
ՙ
物
の
ࠝ
แ
作
業
な
ど

を
行
う
૔
ݿ
も
あ
る
。
そ
の

た
め
ՙ
物
を
保
管
し
て
い
る

૔
ݿ
か
ら
、
国
内
出
ՙ
や
༌

出
用
の
ࠝ
แ
な
ど
を
行
う
౩

へ
の
場
内
Ҡ
送
が
あ
る
。
ྩ

和
４
年
２
月
か
ら
ਐ
め
て
き

た
の
は
、
こ
れ
ら
同
一
ෑ
஍

内
に
あ
る
૔
ݿ
間
の
ՙ
物
の

Ҡ
ಈ
を
、
׬
શ
ແ
人
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
っ
て
自
ಈ
ൖ
送
す
る

取
り
組
み
だ
っ
た（
そ
の
後
、

関
܎
行
੓
ػ
関
か
ら
道
࿏
࢖

用
ڐ
Մ
を
と
っ
て
一
部
道
࿏

ử
公
道
を
ま
た
͙
自
ಈ
運
転

も
し
て
い
る
）。

ແ
人
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
ՙ
物

の
ੵ
み
込
み
や
ՙ
降
ろ
し

は
、
༗
人
の
ϑ
Ỽ
ー
ク
Ϧ
ϑ

ト
で
行
う
。
ՙ
物
を
ੵ
み
込

む（
降
ろ
す
）と
、ϑ
Ỽ
ー
ク

Ϧ
ϑ
ト
ૢ
ॎ
者
が
タ
ブ
Ϩ
ッ

ト
୺
຤
で
ト
ラ
ッ
ク
に
次
の

ಈ
作
を
指
定
し
、
そ
の
ト
ラ

ッ
ク
は
自
ಈ
運
転
で
次
の
場

所
に
Ҡ
ಈ
す
る
。
ແ
人
૸
行

ト
ラ
ッ
ク
の
時
଎
は
約
10
ἅ

ἇ
で
、
自
ಈ
運
転
が
周
ғ
に

分
か
る
よ
う
、
Ի
楽
を
ྲྀ
し

な
が
ら
૸
行
す
る
。
指
定
さ

れ
た
場
所
に
౸
ண
す
る
と
、

や
は
り
༗
人
の
ϑ
Ỽ
ー
ク
Ϧ

ϑ
ト
で
ՙ
降
ろ
し（
ੵ
み
込

み
）
作
業
が
行
わ
れ
る
。
自

ಈ
運
転
Ϩ
ϕ
ル
４
૬
当
の
ト

ラ
ッ
ク
は
、
ߏ
内
の
１
１
０

０
ἇ
の
ڑ
཭
を
15
分
間
ִ
で

一
運
行
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
ো
֐
物
を
検

知
す
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
は
自

ಈ
ఀ
ࢭ
し
て
い
た
。
ϑ
Ỽ
ー

ク
Ϧ
ϑ
ト
ૢ
ॎ
者
が
タ
ブ
Ϩ

ッ
ト
で
指
示
を
出
し
て
ো
֐

物
を
ආ
け
て
運
転
し
て
い
た

自
ಈ
回
ආ
す
る
ػ
ೳ
が
開
ൃ

さ
れ
た
。

こ
の
物
ྲྀ
η
ン
タ
ー
は
、

ෑ
஍
内
に
低
চ
૔
）ݿ
２

౩
）、一
般
඼
૔
ݿ
、ߴ
চ
૔

自動車産業は大きな過渡期へ

ドライバー不足解消に高い関心

構
内
ト
ラ
ッ
ク
の
自
動
運
転
に
成
功

؀
ڥ
省
は
３
月
31
日
か

ら
、
国
౔
交
通
省
と
ܦ
ࡁ
産

業
省
と
の
連
ܞ
事
業
と
し

て
、
ྩ
和
６
年
度
ิ
ਖ਼
༧
算

に
よ
る「
঎
用
ं
等
の
ి
ಈ

化
ଅ
ਐ
事
業（
ト
ラ
ッ
ク
）」

の
公
ื
を
開
࢝
し
た
。

同
事
業
は
、
２
０
５
０
年

Χ
ー
ボ
ン
χ
ỿ
ー
ト
ラ
ル
、

２
０
３
０
年
度
Թ
ࣨ
効
果
ガ

ス
࡟
ݮ
目
ඪ（
２
０
１
３
年

度
比
46
ˋ
ݮ
）の
ୡ
੒
に
޲

け
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
঎
用
ं

の
ి
ಈ
化
の
た
め
の
ं
྆
・

ॆ
ి
設
備
の
導
入
に
対
し
て

ิ
ॿ
し
、
ී
及
ॳ
期
の
導
入

加
଎
を
支
ԉ
す
る
も
の
。
省

エ
ネ
法
に
基
づ
く
、「
ඇ
化

ੴ
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
転
׵
目
ඪ
」

を
౿
ま
え
た
中
長
期
計
画
の

作
੒
ٛ
務
化
に
൐
い
、
野
心

的
な
導
入
目
ඪ
を
作
੒
し
た

事
業
者
や
、
ඇ
化
ੴ
エ
ネ
ル

Ϊ
ー
転
׵
に
よ
る
Ө
ڹ
を
ड

け
る
事
業
者
な
ど
を
対
象
に

ิ
ॿ
さ
れ
る
も
の
。

６
年
度
ิ
ਖ਼
に
よ
る
ิ
ॿ

༧
算
額
は
４
０
０
ԯ
ԁ
。

ト
ラ
ッ
ク
ి
ಈ
化
関
܎
の

ิ
ॿ
内
༰
は
、次
の
通
り
。

˜
ิ
ॿ
対
象
事
業
者
ử
国

で
定
め
る
目
ඪ（
目
安
）な

ど
に
準
じ
る
ඇ
化
ੴ
エ
ネ
ル

Ϊ
ー
自
ಈ
ं
の
導
入
計
画
を

設
定
し
て
い
る
、
՟
物
自
ಈ

ं
運
送
事
業
者
や
Ϧ
ー
ス
事

業
者
な
ど

˜
ิ
ॿ
対
象
ử
同
事
業
の

事
前
ొ
࿥
を
ड
け
た
ి
気
自

ಈ
（ं
̗
̚
̫
）、ϓ
ラ
グ
イ

ン
ϋ
イ
ブ
Ϧ
ッ
ド
（ं
̥
̝

̚
̫
）、
೩
料
ి
஑
自
ಈ
ं

（
̛
̘
̫
）の
ト
ラ
ッ
ク（
̓

年
２
月
３
日
か
ら
̔
年
１
月

˞
ं
྆
૯
重
ྔ
２
・
５
Ἁ

超
は
事
業
用
・
自
家
用
、
同

２
・
５
Ἁ
以
下
は
事
業
用
の

み
対
象（
バ
ン
タ
イ
ϓ
を
ؚ

む
）˜

ิ
ॿ
率
ử
ඪ
準
的
೩
අ

ਫ
準
ं
྆
と
の
差
額
に
つ
い

て
、
̗
̚
̫
は
３
分
の
２
、

̥
̝
̚
̫
は
２
分
の
１
、
̛

̘
̫
は
４
分
の
３
、
お
よ
び

ॆ
ి
設
備
は
２
分
の
１
な
ど

（
ػ
ث
・
設
備
・
޻
事
අ
そ

れ
ͧ
れ
の
上
限
を
設
定
）

˜
ࣥ
行
ஂ
ମ
ử
؀
ڥ
優
良

国
౔
交
通
省
の「
働
き
や

す
い
職
場
認
ূ
制
度
」（
運
転

者
職
場
؀
ڥ
良
好
度
認
ূ
制

度
）に
つ
い
て
、
認
ূ
࣮
ࢪ

ஂ
ମ
の
日
本
ւ
事
協
会
は
４

月
１
日
か
ら
、２
０
２
５（
ྩ

和
̓
）
年
度
以
降
の「
一
つ

੕
」と「
ೋ
つ
੕
」新
規
・
継

続
ਃ
੥
の
ड
付
を
通
年
で
行

っ
て
い
る
。
継
続
ਃ
੥
は
̓

年
̓
月
１
日
以
降
に
༗
効
期

間
満
ྃ
日
を
ܴ
え
る
事
業
者

が
対
象
。
事
業
者
の
都
合
に

合
わ
せ
て
い
つ
で
も
ਃ
੥
す

る
こ
と
が
Մ
ೳ
と
な
り
、
よ

り
ਃ
੥
が
行
い
や
す
く
な
る
。

ʓ「
一
つ
੕
」の
新
規
ਃ
੥

常
時
ਃ
੥
が
Մ
ೳ
。

ʓ
同
Ґ
の
認
ূ
ஈ
֊
で
継
続

ਃ
੥（
̓
年
̓
月
１
日
以
降

に
༗
効
期
間
満
ྃ
日
を
ܴ
え

る
事
業
者
）

༗
効
期
間
満
ྃ
日
ཌ
日
の

൒
年
前
か
ら
満
ྃ
日
ま
で
を

「
更
新
期
間
」と
し
、認
ূ
の

継
続
ਃ
੥
は
、
原
則
と
し
て

こ
の
期
間
内
に
ਃ
੥
す
る
。

新
ొ
࿥
ূ
書
の
༗
効
期
間

開
࢝
日
は
、
چ
ొ
࿥
ূ
書
の

༗
効
期
間
満
ྃ
日
の
ཌ
日
と

し
、༗
効
期
間
は
２
年
間
。

「
更
新
期
間
」の
前
に
継
続

ਃ
੥
を
行
う
こ
と
も
Մ
ೳ
。

こ
の
場
合
、新
ొ
࿥
ূ
書
の

༗
効
期
間
開
࢝
日
は
、
چ
ొ

࿥
ূ
書
の
༗
効
期
間
満
ྃ
日

に
か
か
わ
ら
ず
、
運
Ӧ
ҕ
員

会
に
て
認
ূ
が
ঝ
認
さ
れ
た

日
の
ཌ
月
の
１
日
と
し
、
༗

効
期
間
は
２
年
間
。

ʓ
上
Ґ
の
認
ূ
ஈ
֊（「
一
つ

੕
」か
ら「
ೋ
つ
੕
」）の
ਃ
੥

「
一
つ
੕
」取
ಘ
後
、同
認

ূ
༗
効
期
間
開
࢝
日
か
ら
１

年
を
ܦ
過
し
て
か
ら
༗
効
期

間
満
ྃ
日
ま
で
上
Ґ
の
認
ূ

ஈ
֊
の
ਃ
੥
を
行
う
こ
と
が

Մ
ೳ
。
上
Ґ
の
認
ূ
ஈ
֊
に

合
֨
し
た
場
合
、
新
ొ
࿥
ূ

書
の
༗
効
期
間
開
࢝
日
は
、

چ
ొ
࿥
ূ
書
の
༗
効
期
間
満

ྃ
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
Ӧ

ҕ
員
会
に
て
認
ূ
が
ঝ
認
さ

れ
た
日
の
ཌ
月
の
１
日
と

し
、༗
効
期
間
は
２
年
間
。

「
一
つ
੕
」「
ೋ
つ
੕
」
新

規
・
継
続
ਃ
੥
の
ৄ
ࡉ
は
、

ւ
事
協
会
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ

「
働
き
や
す
い
職
場
認
ূ
制

度
」の
α
イ
ト
を
ࢀ
র
。

ܦ
ࡁ
産
業
省

は
３
月
10
日
、

日
本
健
康
会
議

と
ڞ
同
で
運
Ӧ

す
る「
健
康
ܦ

Ӧ
優
良
法
人
２

０
２
５
」
に
お

け
る
今
年
度
の

結
果
を
ൃ
ද
し

た
。
中
খ
規
໛

法
人
部
໳
で
は

１
ສ
９
̓
９
６

法
人
が
認
定
さ

れ
、
前
年
比
３

０
６
３
件
の
増

加
で
、
こ
の
う
ち
ཱྀ
客
を
ؚ

む
運
༌
業
の
認
定
数
は
１
３

４
４
法
人
と
な
り
、
同
１
̔

５
件
の
増
加
と
な
っ
た
。

健
康
ܦ
Ӧ
ਪ
ਐ
検
౼
会

ं
ී
及
ػ
ߏ
ợ
̡
̚
̫
̤
Ụ

（
ὸ
03
・
５
９
４
４
・
０
̔

̔
３
）

ਃ
੥
方
法
は
、
̡
̚
̫
̤

へ
༣
ศ
や
৴
書
ศ
、
࣋
ࢀ
に

よ
り
ਃ
੥
。
ి
子
ਃ
੥
は
、

ࣝ
別
൪
߸
付
き
ి
子
メ
ー

ル
、
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
ி
運

Ӧ
の
ิ
ॿ
金
ి
子
ਃ
੥
シ
ス

テ
Ϝ「
̹
グ
ラ
ン
π
」
に
よ

り
ਃ
੥
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
̡
̚
̫
̤
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
ジ
ܝ
ࡌ
の
公
ื
要
ྖ

な
ど
を
ࢀ
র
。

（
日
本
健
康
会
議
健
康
ܦ
Ӧ・

健
康
એ
言
15
ສ
社
ϫ
ー
Ω
ン

グ
グ
ル
ー
ϓ
合
同
開
࠵
）に

お
い
て
定
め
ら
れ
た
ධ
Ձ
基

準
に
基
づ
き
、
日
本
健
康
会

議
が「
健
康
ܦ
Ӧ
優
良
法
人
」

を
認
定
し
た
も
の
。

上
Ґ
５
０
０
法
人
に
は

「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
」、
新
た

に
設
ஔ
さ
れ
た
ݦ
জ
࿮
で
５

０
１
～
１
５
０
０
Ґ
法
人
に

は「
ネ
ク
ス
ト
ブ
ラ
イ
ト
１

０
０
０
」の
ף
が
付
加
さ
れ
、

運
༌
業
で
は
ブ
ラ
イ
ト
に
40

社
、
ネ
ク
ス
ト
ブ
ラ
イ
ト
に

72
社
が
認
定
さ
れ
た
。

ৄ
ࡉ
は
、「
健
康
ܦ
Ӧ
優

良
法
人
認
定
事
務
ہ
」（
日
本

ܦ
ࡁ
新
ฉ
社
）ポ
ー
タ
ル
α

イ
ト
を
ࢀ
র
。

30
日
ま
で
に
新
規
ొ
࿥
さ

れ
た
も
の
）、
お
よ
び
ॆ

ి
設
備（
こ
れ
ら
ं
྆
と

一
ମ
的
に
導
入
す
る
場
合

の
み
ิ
ॿ
対
象
）

国
౔
交
通
省・ফ
අ
者
ி・

厚
生
労
働
省・農
林
ਫ
産
省・

ܦ
ࡁ
産
業
省
・
؀
ڥ
省
と
஍

方
自
࣏
ମ
、
୐
配
事
業
者
・

ి
子
঎
取
引（
̚
̘
）
事
業

者
な
ど
は
、
４
月
を
୐
配
ศ

な
ど
の「
࠶
配
ୡ
࡟
ݮ
̥
̧

月
間
」
と
し
て
࠶
配
ୡ
࡟
ݮ

に
޲
け
た
取
り
組
み
を
ਪ
ਐ

し
て
い
る
。

多
様
化

す
る
ラ
イ

ϑ
ス
タ
イ
ル
と
と
も
に
̚
̘

の
ٸ
଎
な
֦
大
に
൐
い
、
ஔ

き
配
や
୐
配
ϩ
ッ
Χ
ー
な

ど
、
対
໘
以
外
の
多
様
な
ड

取
方
法
を
社
会
શ
ମ
に
ී

及
・
ਁ
ಁ
さ
せ
る
た
め
、
੓

府
広
報
と
も
連
ܞ
し
、
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
ジ
や
̨
̣
̨
な
ど
を

通
じ
て
、
ফ
අ
者
へ
の
࠶
配

ୡ
࡟
ݮ
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

̗
̚
̫
ͳ
Ͳ
ͷ
ಋ
ೖ
අ
ิ
ॿ

؀ɹڥ
ɹަࠃ
ল࢈ܦ

ủ
Ұ
ͭ
੕
Ứ

ủ
ೋ
ͭ
੕
Ứ

ւ
事
ڠ
ձ

常
時
申
請
を
受
け
付
け
へ

ಇ
͖
΍
す
͍
৬
場
ೝ
ূ
੍
度

τ
ラ
ỽ
Ϋ
関
܎

ࣥ
ߦ
ஂ
ମ

̡
Ｅ
̫
̤

ܦ ࢈ ল
೔ຊ݈߁ձٞ Ӧ༏ྑ๏ਓ̎̌ܦ߁݈ ̎̑
தখ෦໳̍ສ̓̕ ̒̕ ๏ਓΛೝఆ

঎
༻
ं
౳
の
ి
ಈ
Խ
ଅ
ਐ
ࣄ
ۀ
を
։
࢝

̒
年
度

ิ

ਖ਼

̐
݄
͸「
࠶
഑
ୡ
࡟
ݮ
̥
̧
݄
ؒ
」



ୈ1�1�号 ̎̌ ̎̑ ೥ʢྩ࿨̓೥ʣ̐ ݄��೔ ڠ（ � ） 会

øþ
೔

中
ݎ
社
員
ڧ
化
ϓ
ϩ

グ
ラ
Ϝ
˜
؀
ڥ
ҕ
員
会
ਖ਼

෭
ҕ
員
長
会
議
˜
؀
ڥ
ҕ

員
会

øÿ
೔

ϩ
ジ
ݚ
ਖ਼
෭
本
部
長

会
議
・
װ
事
会
合
同
会
議

˜
同
本
部
連
絡
会
意
見
交

øý
೔
 

15
時
ử
μ
ン
ϓ
ઐ

໳
部
会
શ
ମ
会
議（
東
ト

૯
合
会
ؗ
）

øþ
೔
 

11
時
ử
ঁ
ੑ
部
ਖ਼

෭
本
部
長
会
議（
東
ト
૯

合
会
ؗ
）

øÿ
೔
 

15
時
ử
出
版
・
ҹ

੡・࡮
本・取
次
ઐ
໳
部
会

໾
員
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

ùø
೔
 

15
時
ử
都
ி
・
区

【
３
月
16
～
31
日
】

【
４
月
16
～
30
日
】

ừ
඼
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
ϋ
ー
ϕ
ス

ト
・
ϫ
ー
ル
ド
・
エ
ク
ス
ϓ

Ϩ
ス
ử
大
田
区
ӏ
の
木
２
の

２
の
̔
ӏ
の
木
Ϗ
ル
２
̛
˜

ὸ
03
・
６
４
５
９
・
̔
６
９

４
˜
一
般
՟
物
運
送（
ී
通

ं
�
୆
、
被
ݗ
引
ं
４
୆
、

ݗ
引
ं
４
୆
）

ừ
଍
ཱ
ࢧ
෦
Ử

◆
α
ン
ラ
イ
ン
ג
ࣜ
会
社

ử
଍
ཱ
区
一
π
家
２
の
̓
の

10
˜
ὸ
03・３
̔
５
０・９
̔

０
１
˜
一
般
՟
物
運
送（
ී

通
ं
15
୆
、খ
ܕ
ं
�
୆
）

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
三
๕
エ
Ω
ス

ϓ
Ϩ
ス
ử
ত
島
ࢢ
ഈ
島
ொ
６

の
１
の
12
˜
ὸ
０
４
２
・
５

１
９
・
̓
１
０
４
˜
一
般
՟

物
運
送（
ී
通
ं
61
୆
）、ར

用
運
送

◆
ג
ࣜ
会
社
東
京
ϗ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
ử
੢
東
京
ࢢ
新

ொ
３
の
１
の
９
˜
ὸ
０
４

２
・
４
６
０
・
６
２
０
０
˜

一
般
՟
物
運
送（
ී
通
ं
３

୆
、খ
ܕ
ं
�
୆
）

◆
ג
ࣜ
会
社
未
来
঎
事
ử

ീ
王
子
ࢢ
੢
寺
方
ொ
６
９
６

の
２
˜
ὸ
０
４
２・６
５
̓
・

６
５
０
１
˜
一
般
՟
物
運
送

（
ී
通
ं
12
୆
）、ར
用
運
送

◆
༗
限
会
社
エ
ー
ス
ử
੢

多
ຎ
܊
ਸ਼
ึ
ொ
ೋ
本
木
４
６

１
の
２
˜
ὸ
０
４
２
・
５
１

９
・
５
９
１
４
˜
一
般
՟
物

運
送（
ී
通
ं
11
୆
）、ར
用

運
送 ׵

会
˜
同
࠙
親
会
˜
木
ࡐ

ઐ
໳
部
会
通
常
૯
会
˜
੨

年
部
װ
事
会

øĀ
೔

ւ
上
ί
ン
テ
ナ
ઐ
໳

部
会
໾
員
会
˜
ܦ
Ӧ
者
η

ϛ
ナ
ー

ùû
೔

૯
務
ҕ
員
会

ùü
೔

労
務
厚
生
ҕ
員
会

ùý
೔

物
ྲྀ
੓
ࡦ
ҕ
員
会

ùÿ
೔

理
事
会

໾
所
ઐ
໳
部
会
໾
員
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

ùù
೔
 

14
時
ử
タ
ン
ク
ト

ラ
ッ
ク
ઐ
໳
部
会
ҕ
員
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

ùú
೔
 

13
時
30
分
ử
引
ӽ

ઐ
໳
部
会
໾
員
・
ೋ
ҕ
員

会
合
同
会
議（
東
ト
૯
合

会
ؗ
／
̬
̴
̱
ซ
用
）

ùû
೔
 

14
時
15
分
ử
ド
ラ

イ
バ
ー
・
ί
ン
テ
ス
ト
ֶ

Պ
ڝ
（ٕ
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

˝
15
時
ử
ਖ਼
෭
会
長
会

（
同
／
̬
̴
̱
ซ
用
）

東
ト
協
࿅
അ
支
部

（
ࠤ
ٱ
間
߃
好
支
部

長
）は
３
月
10
日
、

区
ཱ
光
が
ٰ
ମ
ҭ
ؗ

で
、
࿅
അ
区
๷
災
ਪ

ਐ
՝
と
協
ྗ
し
て
஍

Ҭ
内
༌
送
ڌ
点
運
Ӧ

܇
࿅
を
࣮
ࢪ
し
た
。

当
日
は
࿅
അ
支
部

会
員
12
人
、
࿅
അ
区

職
員
35
人
、
光
が
ٰ

ମ
ҭ
ؗ
職
員
３
人
が

ࢀ
加
の
も
と
、
各
ආ

೉
所
へ
物
ࢿ
を
༌
送

す
る
た
め
の
༌
送
ڌ

点
と
し
て
い
る
光
が

ٰ
ମ
ҭ
ؗ
で
、
物
ࢿ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
૯

務
ҕ
員
会（
原
島
౻
ᆹ
ҕ
員

長
）は
３
月
24
日
、
東
ト
૯

合
会
ؗ
で
、
ྩ
和
６
年
度
第

４
回
૯
務
ҕ
員
会（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
࠵
し
、
̓
年
度

事
業
計
画
書
・
ऩ
支

༧
算
書（
Ҋ
）な
ど

を
৹
議・ঝ
認
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、

原
島
ҕ
員
長
は
、「
理

事
会
に
ࢾ
る
来
年
度

事
業
計
画
・
ऩ
支
༧

算
Ҋ
と
と
も
に
、
খ

ҕ
員
会
で
検
౼
し
て

き
た
支
部
ブ
ϩ
ッ
ク

制
の
導
入
、
会
長
ީ

ิ
者
બ
出
に
関
す
る

規
ఔ
の
改
ਖ਼
Ҋ
に
つ

い
て
ご
৹
議
い
た
だ

き
た
い
」と
述
べ
た
。

̓
年
度
事
業
計
画

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ϑ

Ỹ
ー
ス
ト
に
ྗ
点
を

ஔ
き
、
新
規
事
業
へ
の
重
点

配
分
と
事
業
の
見
௚
し
に
よ

る
બ
୒
と
集
中
ܕ
の
༧
算
に

対
Ԡ
し
た
事
業
計
画
を
ฤ

੒
。「
運
転
者
等
ス
Ω
ル
ଅ

ਐ
」
で
新
規
事
業
を
࣮
ࢪ
す

る
΄
か
、「
人
ࡐ
確
保
ଅ
ਐ
」

「
健
康
労
働
ଅ
ਐ
」「
運
転
者

等
ス
Ω
ル
ଅ
ਐ
」「
交
通
事

ނ
・
労
働
災
֐
๷
ࢭ
」「
適
ਖ਼

化
事
業
」
で
は
、
事
業
内
༰

を
大
き
く
変
更
す
る
。

༧
算
Ҋ
に
関
し
て
は
、
ܦ

常
ऩ
入
20
ԯ
１
２
̔
１
・
９

ສ
ԁ（
前
年
度
比
０
・
３
ˋ

ݮ
）、
ܦ
常
支
出
20
ԯ
３
５

１
６
・
３
ສ
ԁ（
同
０
・
４

ˋ
増
）で
ܦ
常
ऩ
支
は
引
き

続
き
੺
ࣈ
と
な
る
。

の
ड
け
入
れ
、̔
下
ろ
し
、在

ݿ
情
報
੔
理
、物
ࢿ
の
分
ྨ
、

࢓
分
け
、
ൖ
入
ൖ
出
お
よ
び

ト
ラ
ッ
ク
の
ル
ー
ト
確
認
が

行
わ
れ
た
。

܇
࿅
は
、
２
時
間

30
分
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ՙ
下
ろ
し
し

た
物
ࢿ
を
パ
Ϩ
ッ
ト
に
ࡌ
せ

て
ϋ
ン
ド
Ϧ
ϑ
ト
で
ؗ
内
に

運
び
、
ཆ
生
テ
ー
ϓ
で
Ϩ
イ

Ξ
ウ
ト
し
た
Օ
所
に
運
ぶ
と

と
も
に
、ମ
ҭ
ؗ
の
ൖ
入
・ޱ

ൖ
出
ޱ
や
ಈ
ઢ
を
確
認
し
た
。

܇
࿅
終
ྃ
後
の
意
見
交
׵

会
で
、
田
ؙ
ਖ਼
一
࿅
അ
支
部

๷
災
対
ࡦ
ҕ
員
長
は
、
東
日

さ
ら
に
、̓
年
度
通
常
૯

会
、
支
部
ブ
ϩ
ッ
ク
制
の
導

入
、「
会
長
ީ
ิ
者
の
બ
出

に
関
す
る
規
ఔ
」
の
改
ਖ਼
に

つ
い
て
説
明
。
規
ఔ
の
改
ਖ਼

で
は
、
ࡢ
年
12
月
の
第
３
回

૯
務
ҕ
員
会
に
提
出
し
た
ૉ

Ҋ
を
一
部
म
ਖ਼
し
、
ҕ
員
の

守
ൿ
ٛ
務
に
つ
い
て
、
ݸ
人

の
ϓ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
企
業
・

東
ト
協
は
、
ྩ
和
̓
年
度

「
働
き
や
す
い
職
場
認
ূ

制
度（
運
転
者
職
場
؀
ڥ

良
好
度
認
ূ
制
度
）」
の

認
ূ
取
ಘ
අ
用
の
ॿ
੒
を

࣮
ࢪ
し
て
い
る
。
同
制
度

は
、
運
転
者
の
労
働
条
件

や
労
働
؀
ڥ
の
改
善
、
長

時
間
労
働
の
ੋ
ਖ਼
な
ど
、

働
き
方
改
ֵ
に
取
り
組
む

事
業
者
を
認
ূ
す
る
も
の
。

認
ূ
ػ
関
の
日
本
ւ
事
協

会
に
ਃ
੥
し
、「
一
つ
੕
」

認
ূ
の
新
規
・
継
続
認
ূ

ొ
࿥
が
ॿ
੒
対
象
と
な
る
。

今
年
度
か
ら
、
同
制
度

の
一
つ
੕
ਃ
੥
に
関
し

て
、
通
年
で
ਃ
੥
を
ड
け

付
け
る
。
新
規
ਃ
੥
は
常

時
ਃ
੥
が
Մ
ೳ
と
な
る
。

継
続
ਃ
੥（
̓
年
̓
月
１

日
以
降
に
༗
効
期
間
満
ྃ

日
を
ܴ
え
る
事
業
者
）は
、

༗
効
期
間
満
ྃ
日
ཌ
日
の
൒

年
前
か
ら
満
ྃ
日
ま
で
を
更

新
期
間
と
す
る
。

ở
ड
෇
ظ
ؒ
Ỡ

４
月
１
日
～
̔
年
２
月

27
日（
༧
算
額
に
ୡ
し
次
第
、

ड
付
終
ྃ
）

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

ᶃ
都
内
に
本
社
お
よ
び
ド

ラ
イ
バ
ー
を
༗
す
る
事
業
所

が
あ
る
事
業
者
、
ᶄ
３
月
１

日
か
ら
ྩ
和
̔
年
２
月
27
日

ま
で
に
一
つ
੕
新
規
、
ま
た

は
一
つ
੕
継
続
の
ొ
࿥
ূ
書

の
交
付
を
ड
け
て
い
る
Ổ
Ổ

の
各
事
項
に
す
べ
て
該
当
す

る
会
員
事
業
者
。

ॿ
੒
額
は
次
の
通
り
。

˜
一
つ
੕
新
規
ử
都
内
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
༗
す
る
本
社

ま
た
は
１
事
業
所
／
５
ສ

ԁ
、
こ
れ
以
外
の
都
内
の
ド

ラ
イ
バ
ー
を
༗
す
る
事
業
所

東
ト
協
は
、
ྩ
和
̓
年
度

の
ॳ
೚
運
転
者
特
別
ߨ
श
に

つ
い
て
、
４
月
以
降
、
本
部

会
場（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）と

多
ຎ
会
場（
三
多
ຎ
自
ಈ
ं

会
ؗ
）で
合
わ
せ
て
12
回
開

࠵
す
る
。
な
お
、
４
月
開
࠵

分
に
つ
い
て
は
、
ड
付
を
終

ྃ
し
て
い
る
。

事
業
規
໛

の
খ
さ
い
事
業
者
で
は
、
同

ߨ
श
を
ݸ
別
に
࣮
ࢪ
す
る
こ

と
が
೉
し
い
໘
が
あ
る
た

め
、
会
員
α
ー
Ϗ
ス
の
一
؀

と
し
て
事
業
者
に
変
わ
り
࣮

ࢪ
す
る
も
の
。

ड
ߨ
対
象
は
、
原
則
と
し

て
都
内
の
会
員
事
業
所
に
所

ଐ
す
る
ॳ
೚
運
転
者
な
ど
。

ड
ߨ
料
は
ແ
料
。

各
会
場
の
開
࠵
日
ఔ
と
ड

ߨ
ਃ
し
込
み
期
間
は
、
ද
の

通
り
ݚ。
म
時
間
は
各
会
場・

各
日
と
も
ޕ
前
９
時
～
ޕ
後

４
時（
్
中
休
ܜ
を
ؚ
む
）。

定
員
は
本
部
会
場
が
各
回
90

人
、
多
ຎ
会
場
が
各
回
50
人

（
多
ຎ
支
部
会
員
以
外
も
ड

ߨ
Մ
ೳ
だ
が
、
問
い
合
わ
せ

が
必
要
）。

ߨ
श
म
ྃ
後
、
ड
ߨ
者
に

は
म
ྃ
ূ
明
書
を
交
付
す
る

（
た
だ
し
、
஗
ࠁ
・
్
中
ୀ

出
者
に
は
交
付
し
な
い
）。

本
部
会
場
の
ਃ
し
込
み

は
、
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ

（
̝
̥
）「
ਃ
込
み
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
」

で
ड
け
付
け
る
。

多
ຎ
会
場
で

ड
ߨ
す
る
場
合

は
ड
ߨ
ਃ
込
書

に
記
入
の
上
、
̛

̖
̭
送
৴（
０
４

２
・
５
２
５
・
１

̓
̓
５
）す
る
。

՟
物
自
ಈ
ं
運

送
事
業
༌
送
安

શ
規
則
に
基
づ

き
、
ॳ
೚
運
転
者

に
対
す
る
特
別
な

指
導（
࠲
ֶ
15
時

間
・
安
શ
運
転
指

導
20
時
間
以
上
）

の
࣮
ࢪ
が
ٛ
務
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
ॳ
೚
運
転
者
特
別

ߨ
श
は
そ
の
ڭ
ҭ
内
༰
の
一

部（
࠲
ֶ
ڭ
ҭ
の
６
時
間
分
）

に
つ
い
て
、࣮
ࢪ
す
る
も
の
。

こ
れ
に
൐
い
、
各
事
業
者

で
は
ॳ
೚
運
転
者
に
対
し

て
、
残
り
９
時
間
以
上
の
࠲

（ֶ
ੵ
ࡌ
方
法
、日
常
点
検
、

ߏ
଄
上
の
特
ੑ
な
ど
࣮
ं
指

導
を
ؚ
む
）、
お
よ
び
20
時

間
以
上
の
ఴ
৐
指
導
を
別
్

࣮
ࢪ
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

ࢫ
を
運
転
者
୆
ா
な
ど
に
記

࿥
・
保
存
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
̚
ラ

ー
χ
ン
グ
形
ࣜ
の
ॳ
೚
運
転

本
大
਒
災
ൃ
生
か
ら
14
年
が

ܦ
つ
こ
と
か
ら
、
࿅
അ
区
と

の
܇
࿅
の
重
要
ੑ
を
指
摘
。

こ
れ
か
ら
も
܇
࿅
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
ڧ
調
し
た
。

ま
た
、ࠤ
ٱ
間
支
部
長
は
、

࿅
അ
支
部
が
東
ト
協
の
中
で

も
、
早
く
か
ら
物
ྲྀ
ί
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
災
֐
時

の
対
Ԡ
に
務
め
る
重
要
な
໾

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、「
今
回

の
܇
࿅
が
࣮
り
の
あ
る
も
の

だ
っ
た
こ
と
に
感
ँ
し
、
๷

災
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

ਐ
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
ૌ
え
た
。

者
特
別
ߨ
श
を
࣮
ࢪ
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
ৄ
ࡉ
は
東

ト
協
̝
̥
な
ど
に
ܝ
ࡌ
す
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
ợ
本

部
会
場
Ụ
東
ト
協
業
務
部
交

通
・
؀
ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３

５
９
・
３
６
１
̔
、ợ
多
ຎ

会
場
Ụ
多
ຎ
支
部（
ὸ
０
４

２
・
５
２
４
・
３
４
６
９
）

（
上
限
10
か
所
）
／
１
か
所

に
つ
き
５
０
０
０
ԁ

˜
一
つ
੕
継
続
ử
本
社
ま

た
は
１
事
業
所
／
４
ສ
ԁ
、

こ
れ
以
外
の
都
内
の
ド
ラ
イ

バ
ー
を
༗
す
る
事
業
所（
上

限
10
か
所
）
／
１
か
所
に
つ

き
５
０
０
０
ԁ

ৄ
ࡉ
は
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ

ー
ジ
を
ࢀ
র
。

˜
ਃ
੥
・
問
い
合
わ
せ
先

ử
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
؀

ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
̓
）

౦
ト
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ（
３
月
31
日
）

ୀ
職（
業
務
部
ڭ
ҭ
ݚ
म・

༌
送
̜
主
װ
）
木
村
日
出
子

˜
同（
財
務
部
交
付
金
会
計

̜
෭
ࢀ
事
／
৤
ୗ
）
村
上
ਖ਼

明
˜
同（
૯
務
部
૯
務
・
支

部
支
ԉ
̜
長
܀（
原
貴
ࢤ

ಉ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ（
４
月
１
日
）

採
用
ử
૯
務
部
広
報
・
情

報
̜
܎
員
、
ࠤ
౻
೫
愛
˜
同

ử
業
務
部
交
通
・
؀
ڥ
̜
܎

員
、
吉
田
ඒ
ل
˜
同
ử
ڭ
ҭ

ݚ
म
・
༌
送
̜
܎
員
、
ֿ
井

ਗ਼
花採

用
／
৤
ୗ
ử
適
ਖ਼
化
事

業
部
適
ਖ਼
化
事
業
̜
主
װ

（
東
ト
協
）
木
村
日
出
子
˜

同
／
࠶
雇
用
৤
ୗ
ử
業
務
部

交
通
・
؀
ڥ
̜
܎
員（
東
ト

協
／
৤
ୗ
）村
上
ਖ਼
明

事
務
ہ
長（
૯
務
部
長
）

井
上
߽
˜
૯
務
部
長（
૯
務

部
次
長
）
෢
৴
խ
೭
˜
業
務

部
ڭ
ҭ
ݚ
म
・
༌
送
̜
主
װ

݉
適
ਖ਼
化
事
業
指
導
員（
適

ਖ਼
化
事
業
部
適
ਖ਼
化
事
業
̜

౷
ׅ
主
査
）
Ӭ
谷
ߒ
規
˜
業

務
部
ڭ
ҭ
ݚ
म
・
༌
送
̜
主

）װ
同
౷
ׅ
主
査
）
ᜊ
౻
޹

行
˜
૯
務
部
૯
務
・
支
部
支

ԉ
̜
܎
員（
業
務
部
交
通
・

؀
ڥ
̜
܎
員
޲（
੒
ܙ
ඒ

ஂ
ମ
な
ど
の
ར
ӹ
を
֐
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
情
報
な
ど
に

限
定
し
、
必
要
以
上
の
守
ൿ

ٛ
務
を
՝
さ
な
い
こ
と
に
よ

り
、
ҕ
員
会
の
ಁ
明
ੑ
を
確

保
し
た
。

ঝ
認
さ
れ
た
事
業
計
画
・

༧
算
な
ど
は
３
月
28
日
開
࠵

の
理
事
会
に
ࢾ
り
、
ਖ਼
ࣜ
決

定
す
る
。

本部会場 【東京都トラック総合会館】

開催日 申込期間

４月11日（金） 受付終了

５月17日（土） ４月21日（月）～５月９日（金）

８月８日（金） ７月14日（月）～８月１日（金）

10月11日（土） ９月15日（月）～10月３日（金）

12月12日（金） 11月17日（月）～12月５日（金）

８年１月24日（土）
12月22日（月）

～８年１月16日（金）

多摩会場 【三多摩自動車会館】

開催日 申込期間

４月10日（木） 受付終了

５月26日（月） ４月25日（金）～５月19日（月）

７月16日（水） ６月16日（月）～７月９日（水）

９月５日（金） ８月５日（火）～８月29日（金）

11月11日（火） 10月10日（金）～11月４日（火）

８年１月27日（火）
12月22日（月）

～８年１月20日（火）

߹ಉͰ஍Ҭ಺༌ૹڌ఺ͷ運Ӧ܇࿅
東
τ
ڠ
࿅
അ
支
෦

「
ಇ
͖
΍
͢
͍
৬
৔
ೝ
ূ
制
度
」

औಘଅਐ΁අ༻ॿ੒

東
τ
ڠ

７
年
度

初
任
運
転
者
特
別
講
習

本
部
・
多
摩
で
計
12
回

東
τ
ڠ

̓
೥
౓

ॳ
೚
ӡ
స
ऀ
ಛ
ผ
ߨ
श

ୈ
̎
ճ
̐
݄
Լ
०
ड
෇
։
࢝

東ト協 ૯຿委員会

会
௕
ީ
ิ
ऀ
બ
ग़
վ
ਖ਼
Ҋ
を
ܾ
ఆ

７
年
度
ࣄ
ۀ
ܭ
ը
・
༧
ࢉ
Ҋ
ͳ
Ͳ
৹
ٞ
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東
ト
協
は
、
ྩ

和
̓
年
度「
健
康

਍
断
ॿ
੒（
定
期

健
康
਍
断
）事
業
」

を
࣮
ࢪ
し
、
健
਍

ड
਍
අ
用
の
一
部

を
ॿ
੒
し
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
健
康
管

理
を
徹
底
す
る
こ

と
が
、
健
康
起
Ҽ

に
よ
る
重
大
事
ނ
の
未
然
๷

ࢭ
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

ड
਍
ଅ
ਐ
を
ਤ
る
た
め
に
࣮

ࢪ
し
て
い
る
も
の
。
ࡢ
年
度

్
中
か
ら
࣮
ࢪ
し
た
、
ॿ
੒

額
ഒ
増
の
ા
ஔ
を
通
年
࣮
ࢪ

す
る
。

࣮
ࢪ
要
ྖ
は
、次
の
通
り
。

ở
ॿ
੒
ֹ
・
্
ݶ
਺
Ỡ

１
人
当
た
り
２
０
０
０

ԁ
、
１
社
に
つ
き
上
限
30
人

（
東
ト
協
ొ
࿥
ं
྆
数
ま
で・

会
අ
の
未
ೲ
が
な
い
こ
と
）

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

東
ト
協
会
員
事
業
所
に
在

੶
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
。
各
支
部
・
本
部
主
࠵
の

集
ஂ
健
਍
に
加
え
、
こ
れ
以

外
の
健
਍
ػ
関
で
ड
਍
し
た

場
合
も
対
象
。

ở
ࣄ
ۀ
ظ
ؒ
Ỡ

４
月
１
日
か
ら
̔
年
３
月

６
日
ま
で
の
期
間
中
に
ड
਍

お
よ
び
ॿ
੒
金
ਃ
੥
書
を
提

出
し
た
も
の
が
対
象
。

支
部
主
࠵
の
健
਍
に
つ
い

て
は
、̓
年
度
内
に
支
払
い

東
ト
協
は
４
月
か
ら
、
労

務
関
܎
ਪ
ਐ
事
業
と
し
て
ྩ

和
̓
年
度「
労
務
૬
ஊ
事
業
」

を
࣮
ࢪ
し
て
い
る
。
ड
付
期

間
は
̔
年
３
月
຤
ま
で
。

ࡢ
年
４
月
か
ら
の
自
ಈ
ं

運
転
業
務
に
対
す
る
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
適
用
に
൐

い
、
業
界
で
は
労
働
時
間
୹

ॖ
な
ど
働
き
方
改
ֵ
の
ਪ
ਐ

や
、
適
ਖ਼
な
労
務
管
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
東
ト
協
で
は

労
務
૬
ஊ
員（
社
会
保
険
労

務
࢜
）２
氏
と
契
約
し
、
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
へ
の

対
Ԡ
を
は
じ
め
、
給
与
ମ
ܥ

や
就
業
規
則
の
見
௚
し
、
解

雇
の
手
続
き
や
労

࢖
間
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
労
務
管
理
に

関
わ
る
各
種
問
題

絡
し
、
担
当
の
労
務
૬
ஊ
員

か
ら
ਃ
し
込
ん
だ
会
員
に
連

絡
。
૬
ஊ
日
時
や
場
所（
会

員
の
事
業
所
ま
た
は
指
定
の

場
所
）な
ど
を
ଧ
ち
合
わ
せ

た
上
で
、
ݸ
別
໘
ஊ
に
よ
り

૬
ஊ
に
Ԡ
じ
る
。
な
お
、
ి

東
ト
協
は
４
月
１
日
か

ら
、
ྩ
和
̓
年
度「
೴
̢
̧

̞
健
਍
ॿ
੒
」
の
ਃ
੥
ड
付

を
行
っ
て
い
る
。
ड
付
期
間

は
̔
年
１
月
30
日
ま
で（
必

ண
、
期
間
内
で
あ
っ
て
も
༧

算
額
に
ୡ
し
次
第
、
ड
付
終

ྃ
）。事業

用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
೴
݂
管
異
常
の
早
期

ൃ
見
と
早
期
࣏
ྍ
を
ଅ
ਐ

し
、
健
康
保
࣋
お
よ
び
健
康

起
Ҽ
事
ނ
の
๷
ࢭ
を
ਤ
る
た

め
、
೴
̢
̧
̞
健
਍
の
ड
਍

අ
用
の
一
部
を
ॿ
੒
す
る
も

の
。ॿ

੒
要
項
は
次
の
通
り
。

ở
ॿ
੒
ର
৅
ࣄ
ۀ
ऀ
Ỡ

会
අ
の
଺
ೲ
が
な
い
東
ト

協
会
員
の
中
খ
企
業
者（
ࢿ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
労

務
厚
生
ҕ
員
会（
大
∁
一
ٛ

ҕ
員
長
）は
３
月
25
日
、
東

ト
૯
合
会
ؗ
で
、
ྩ
和
６
年

度
第
３
回
ҕ
員
会（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
࠵
し
、
６
年
度

労
務
厚
生
関
܎
事
業
の
࣮
ࢪ

報
告
を
行
う
と
と
も
に
、̓

年
度
࣮
ࢪ
計
画
に
つ
い
て
৹

議
・
ঝ
認
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
大
∁
ҕ

員
長
は
、「
夜
行
バ
ス
の
重

大
事
ނ
が
ൃ
生
し
、
原
Ҽ
は

調
査
中
だ
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
起
Ҽ
に
よ
る
Մ
ೳ
ੑ
が

あ
る
。
東
ト
協
で
は
健
康
起

Ҽ
事
ނ
๷
ࢭ
の
た
め
、
೴
̢

̧
̞
健
਍
の
ड
਍
を
は
じ
め

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
状
ଶ
の

把
握
を
ଅ
ਐ
し
て
い
る
が
、

事
業
者
と
し
て
の
社
会
的
な

੹
務
を
果
た
す
と
と
も

に
、
検
査
結
果
に
よ
る

ϑ
Ỽ
ϩ
ー
Ξ
ッ
ϓ
も
必

要
に
な
る
」
と
、
健
康

起
Ҽ
事
ނ
๷
ࢭ
の
取
り

組
み
の
必
要
ੑ
を
ڧ
調

し
た
。

６
年
度
事
業
と
し
て

は
、
引
き
続
き
健
康
労

働
の
ଅ
ਐ
を
ਤ
る
た

め
、
健
康
起
Ҽ
事
ނ
の

๷
ࢭ
や
労
務
管
理
の
ਪ

ਐ
、
෱
ར
厚
生
対
ࡦ
の
ਪ
ਐ

Ổ
Ổ
の
各
事
業
を
࣮
ࢪ
。

健
康
起
Ҽ
事
ނ
の
๷
ࢭ
で

は
、
定
期
健
康
਍
断
の
本
部

お
よ
び
支
部
に
よ
る
集
ஂ
健

਍
の
開
࠵
や
、
ਭ
຾
時
ແ
呼

ٵ
঱
ީ
）܈
̨
̖
̨
）ス
ク

Ϧ
ー
χ
ン
グ
検
査
、
೴
̢
̧

̞
健
਍
な
ど
へ
の
ड
਍
අ
用

の
一
部
ิ
ॿ
を
行
っ
た
。
６

年
̔
月
以
降
、
健
਍
ड
਍
අ

用
ॿ
੒
を
ഒ
増
さ
せ
る
ા
ஔ

を
࣮
ࢪ
し
た
と
こ
ろ
、
１
６

２
１
社
２
ສ
２
４
２
４
人
が

ड
਍
し
た
。

ま
た
、
೴
̢
̧
̞
健
਍

で
は
前
年
度
を
上
回
る
１

５
̔
人
が
、
̨
̖
̨
ス
ク

Ϧ
ー
χ
ン
グ
検
査
で
は
１

̔
̔
２
人
が
そ
れ
ͧ
れ
ड

਍
し
た
。

̓
年
度
の
࣮
ࢪ
計
画
で

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ϑ
Ỹ
ー

ス
ト
に
ྗ
点
を
ஔ
き
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
଴
۰
改
善
、

健
康
管
理
、
安
શ
ڭ
ҭ
の

た
め
会
員
事
業
者
の
取
り

組
み
を
支
ԉ
す
る
こ
と
か

ら
、
健
康
管
理
の
ਪ
ਐ
に

޲
け
た
ࢪ
ࡦ
の
一
؀
と
し

て
、
定
期
健
਍
ड
਍
අ
用

の
一
部
ॿ
੒
を
１
人
当
た

り
２
０
０
０
ԁ
に
ഒ
増

し
、
対
象
人
数
を
３
ສ
人

め
、
ߨ
श
会
の
開
࠵
や
ࢿ
料

の
提
ڙ
な
ど
各
種
ܒ
ൃ
ࡦ
の

ల
開
と
合
わ
せ
て
、
健
康
起

Ҽ
事
ނ
๷
ࢭ
を
徹
底
す
る
。

こ
の
΄
か
、
労
務
管
理
の

ਪ
ਐ
と
し
て
労
務
૬
ஊ
事
業

（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）、
労
務
ߨ
श
会

の
開
࠵
、
෱
ར
厚
生
対
ࡦ
の

ਪ
ਐ
に
つ
い
て
各
事
業
を
継

続
し
て
࣮
ࢪ
す
る
。

続
い
て
、
健
਍
の
࣮
ࢪ
率

の
޲
上
に
つ
い
て
৹
議
。
会

員
事
業
者
数
に
対
す
る
ॿ
੒

ਃ
੥
事
業
者
数
が
１
６
２
１

社
と
、
約
50
ˋ
と
な
っ
て
お

り
、
未
ਃ
੥
事
業
者
か
ら
の

ਃ
੥
を
ଅ
す
た
め
、
各
支
部

を
通
じ
て
周
知
徹
底
を
ਤ
っ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
期
健
਍
の
ड
਍
に
つ
い
て

は
、６
年
12
月
25
日
付
で
大

∁
ҕ
員
長
名
に
よ
る
、
࣮
ࢪ

に
֦
大
す
る
。
ࡢ
年
度
్
中

か
ら
࣮
ࢪ
し
て
い
た
ા
ஔ
を

通
年
࣮
ࢪ
と
す
る
も
の（
ผ

ܝ
ࢀ
র
）。
೴
̢
̧
̞
健
਍

ड
਍
අ
用
の
一
部
ॿ
੒（
ผ

ܝ
ࢀ
র
）や
̨
̖
̨
を
は
じ

東
ト
協
は
３
月
19
日
、
会

員
事
業
者
の
ܦ
Ӧ
者・໾
員・

管
理
者
な
ど
を
対
象
に
、
ྩ

和
６
年
度
ܦ
Ӧ
者
η
ϛ
ナ
ー

を
開
࠵
し
、
̩
̙
̜
ϗ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
ϓ
̘
̚

̤
の
加
౻
光
一
氏
が「
物
ྲྀ

業
界
ʷ
外
国
人
人
ࡐ
঺
介
～

物
ྲྀ
業
界
に
お
け
る
人
手
不

଍
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て

～
」を
テ
ー
マ
に
ߨ
ԋ
し
た
。

η
ϛ
ナ
ー
で
は
、「
特
定

ٕ
ೳ
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の

採
用
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

の
徹
底
を
求
め
る
要
੥
จ
書

を
શ
会
員
事
業
者
に
対
し
て

ൃ
出
し
て
い
た
。

ま
た
、̓
年
度
の
ҕ
員
会

の
取
り
組
み
Ҋ
と
し
て
、
関

東
運
༌
ہ
長
が
都
心
部
で
働

ॲ
理
が
׬
ྃ
す
る
も

の
は
同
期
間
後
も
対

象
。

支
部
・
本
部
主
࠵
以
外
の

健
康
਍
断
を
̔
年
３
月
̓
日

以
降
に
ड
਍
す
る
場
合
、
同

月
６
日
ま
で
に
ਃ
੥
書
ྨ
を

提
出
、
同
月
19
日
ま
で
に
੥

本
金
の
額
ま
た
は
出
ࢿ
の
૯

額
が
３
ԯ
ԁ
以
下
、
ま
た
は

常
時
࢖
用
す
る
ै
業
員
数
が

３
０
０
人
以
下
）

ở
ॿ
੒
ର
৅
ऀ
Ỡ

ᶃ
̓
年
４
月
１
日
現
在
で

年
齢
40
ࡀ
以
上
の
者
、
ᶄ
都

内
の
会
員
事
業
所
に
お
い
て

Ӧ
業
用
՟
物
自
ಈ
ं
の
運

転
に
ै
事
し
て
い
る
、
ᶅ
̓

年
２
月
�
日
～
ྩ
和
̔
年
�

月
຤
の
間
に
ड
਍
・
ड
਍
අ

用
の
支
払
い
が
׬
ྃ
し
て
い

る
、
ᶆ
ॿ
੒
対
象
事
業
者
が

ड
਍
අ
用
を
負
担
し
て
い

る
、
ᶇ
４
年
４
月
～
̓
年
�

月
຤
の
間
に
東
ト
協
೴
̢
̧

̞
健
਍
ॿ
੒
事
業
ॿ
੒
金
の

交
付
ਃ
੥
を
し
て
い
な
い
Ổ

Ổ
の
各
事
項
す
べ
て
に
該
当

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

ở
ॿ
੒
ֹ
・
ਓ
਺
Ỡ

�
人
当
た
り
１
ສ
ԁ（
提

ܞ
ҩ
ྍ
ػ
関
に
お
け
る
ड
਍

料
金
は
２
ສ
２
０
０
０
ԁ
・

੫
込
）。
１
事
業
者
に
つ
き

人
数
の
上
限
な
し

ở
ॿ
੒
ର
৅
の
検
査
Ỡ

೴
̢
̧
（̞
಄
部
̢
̧
̞

と
̢
̧
̖
検
査
η
ッ
ト
）を

ड
け
た
場
合
で
、
保
険
਍
ྍ

は
対
象
外
。

ड
਍
༧
約
は
௚
઀
、
ҩ
ྍ

ػ
関
ま
た
は
運
転
ै
事
者
೴

̢
̧
̞
健
਍
支
ԉ
ػ
ߏ
に
ਃ

し
込
む
。
ৄ
ࡉ
は
同
ػ
ߏ
ϗ

ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）を
ࢀ

র
、
ॿ
੒
金
ਃ
੥
の
ৄ
ࡉ
は

東
ト
協
̝
̥
を
ࢀ
র
。

˜
ॿ
੒
金
の
問
い
合
わ

せ
・
ਃ
੥
先
ử
東
ト
協
業
務

部
交
通
・
؀
ڥ
（̜
ὸ
03
・

３
３
５
９
・
６
２
５
̓
）

求
書
・
ྖ
ऩ
書
を
提
出
す
る

場
合
に
限
り
対
象
。

˞
本
部
・
支
部
主
࠵
の
健

਍
ड
਍
の
場
合
、
ॿ
੒
金
ਃ

੥
書
の
提
出
は
不
要

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
̓
）

く
ঁ
ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ト
イ

Ϩ
確
保
が
՝
題
と
の
認
ࣝ
を

示
し
た
こ
と
か
ら
、
各
方
໘

へ
の
要
๬
に
੝
り
込
ん
で
い

く
こ
と
と
し
た
。

話
で
の
૬
ஊ
も
Մ
ೳ
。

˜
問
い
合
わ
せ
・
ਃ
し
込

み
先
ử
東
ト
協
業
務
部
交

通
・
؀
ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３

５
９
・
６
２
５
̓
、
̛
̖
̭

03
・
３
３
５
９
・
４
９
̔
３
）
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材
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材
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材
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材
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材
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材
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材
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材
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木

材

木

材

木

材

木

材

木

材

木

材

木

材

（
３
月
18
日
、
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト
21
東
京
・
海
老
原
雅
巳

部
会
長
）

෦
ձ
ܧ
ଓ
ʹ
ͭ
い
ͯ
৹
ٞ

ྩ
和
５
年
度
事
業
報
告
・

ऩ
支
決
算
お
よ
び
６
年
度
༧

算
に
つ
い
て
、
৹
議
・
ঝ
認

し
た
。

ま
た
、
今
後
の
部
会
継
続

お
よ
び
೚
期
満
ྃ
に
൐
う
໾

員
改
બ
に
つ
い
て
৹
議
し
た

が
、
૯
会
で
の
結
࿦
を
ಘ
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

た
め
、
来
年
度
以
降
に
お
い

て
৹
議
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
た
。

の
解
決
に
޲
け
て
、
会
員
事

業
者
か
ら
の
૬
ஊ
に
Ԡ
じ
て

い
る
。

૬
ஊ
අ
用
は
ແ
料（
東
ト

協
が
負
担
）。
な
お
、
就
業

規
則
の
作
੒
な
ど
૬
ஊ
以
外

の
අ
用
は
、
ਃ
込
者
の
負
担

と
な
る
。

૬
ஊ
は
事
前
༧
約
制
。
ਃ

し
込
み
は
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ

ー
ジ
ܝ
」ࡌ
ྩ
和
̓
年
度
労

務
૬
ஊ
ਃ
込
み
に
つ
い
て
」

の「
ਃ
込
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ（
会
員

ઐ
用
）」よ
り
送
৴
、ま
た
は

ਃ
込
書
に
記
入
し
、
̛
̖
̭

ま
た
は
༣
送
す
る
。
ਃ
し
込

み
を
ड
け
た
東
ト
協
業
務
部

が
担
当
の
労
務
૬
ஊ
員
に
連

特
定
ٕ
ೳ
制
度
の
֓
要
や
特

定
ٕ
ೳ
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

採
用
の
ྲྀ
れ
、
運
転
໔
ڐ
の

切
り
ସ
え
の
۩
ମ
的
な
手
続

き
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

加
౻
氏
は
、「
国
内
の
生

産
年
齢
人
ޱ
が
ݮ
গ
す
る

中
、
特
定
ٕ
ೳ
制
度
は
ߴ
齢

化
に
よ
り
人
手
不
଍
が
ݦ
ஶ

な
分
野
を
対
象
に
、
一
定
の

ઐ
໳
ੑ
・
ٕ
ೳ
を
༗
し
、
ଈ

ઓ
ྗ
と
な
る
外
国
人
を
ड
け

入
れ
る
࢓
組
み
と
し
て
２
０

１
９
年
４
月
よ
り
制
度
が
開

࢝
さ
れ
、
さ
ら
に
２
０
２
４

年
３
月
に
は
対
象
分
野
に
つ

い
て
、
自
ಈ
ं
運
送
業
の
௥

加
が
ֳ
議
決
定
さ
れ
た
」
と

説
明
。

物
ྲྀ
業
界
で
は
、
在
留
期

限
が
最
長
５
年
ま
で
の『
特

定
ٕ
ೳ
１
߸
』
が
対
象
と
な

り
、
外
国
人
採
用
࿮
は
５
年

間
で
１
ສ
５
０
０
０
人
ま
で

と
、
ड
け
入
れ
人
数
࿮
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
採
用
す
る

に
当
た
り
、
入
国
後
の
ٛ

務
的
支
ԉ
の
10
項
目
に

つ
い
て
、
会
社

が
す
べ
て
を
Χ

バ
ー
す
る
の
は

೉
し
い
こ
と
か

ら
、「
੓
府
認

定
の
ొ
࿥
支
ԉ

ػ
関
に
શ
໘
ҕ

ୗ
す
る
こ
と
が

一
般
的
だ
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
現
஍

に
求
人
ථ
を
出
し
て
か
ら
特

定
ٕ
ೳ
ධ
Ձ
ࢼ
ݧ
・
日
本
語

ೳ
ྗ
ࢼ
ݧ
̣
４
認
定
の
ࢼ
ݧ

や
Ϗ
ザ
を
ਃ
੥
し
、
入
国
す

る
ま
で
に
は
約
̔
か
月
以
上

は
か
か
る
と
説
明
。さ
ら
に
、

入
国
後
は
お
よ
そ
３
～
４
か

月
先
の
༧
約
で
合
֨
率
は
わ

ず
か
26
ˋ
の
外
໔
切
ସ
ࢼ
ݧ

も
あ
り
、
໔
ڐ
未
取
ಘ
で
も

入
社
後
は
賃
金
が
ൃ
生
す
る

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

デ
Ϗ
ỿ
ー
す
る
ま
で
の
期
間

を
い
か
に
୹
く
す
る
か
が
大

事
な
要
ૉ
だ
と
解
説
し
た
。

さ
ら
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
ϕ
ト
ナ
Ϝ
の
人
ࡐ
を

ਪ
ન
し
、「
ϕ
ト
ナ
Ϝ
で
は

ී
通
໔
ڐ
の
保
༗
率
が
国
民

શ
ମ
の
約
18
ˋ
と
な
っ
て
い

て
、
ं
社
会
が
ൃ
ୡ
し
て
い

な
い
た
め
、
他
国
に
比
べ
て

交
通
法
規
が
ݫ
し
く
な
い
。

さ
ら
に
ඇ
常
に
親
日
で
ਅ
໘

目
で
あ
り
、
ٕ
ೳ
࣮
श
制
度

で
働
い
た
ܦ
ݧ
者
が
多
く
、

日
本
社
会
に
׳
れ
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
特
௃
だ
」
と

説
明
し
た
。

最
後
に
、
ϕ
ト
ナ
Ϝ
現
஍

で
は
、
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
が

໔
ڐ
を
取
ಘ
し
て
い
る
だ
け

な
の
で
、
໔
ڐ
保
༗
率
が
低

い
こ
と
も
あ
り
、
採
用
人
ࡐ

が
限
ら
れ
る
た
め
、
な
る
べ

く
早
め
に
人
ࡐ
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
ま
と
め
た
。

ఆ߁݈ظ਍அॿ੒ 東ト協
７年度

̍
ਓ
̎
̌
̌
̌
ԁ
に
ഒ
૿

東ト協

ແ
ྉ
Ͱ
࿑
຿
૬
ஊ

社
労
士
が
個
別
対
応

೴
̢
̧
̞
݈
਍
ॿ
੒
の
実
施

ಛ
ఆ
ٕ
ೳ
֎
ࠃ
ਓ
υ
ラ
イ
ό
ồ

࠾
༻
の
໰
୊
点
を
ղ
説
ɹ
ɹ
ɹ

健
康
起
因
の
事
項
防
止
へ

東ト協
７年度

７
年
度
事
業
計
画
案
を
承
認

݈
߁
ى
Ҽ
ࣄ
ނ
๷
ࢭ
΁

݈
਍
ॿ
੒
ഒ
૿
を
௨
年
実
施

東ト協 ࿑຿ްੜ委員会

東ト協 経営者セミナー



ୈ1�1�号 ̎̌ ̎̑ ೥ʢྩ࿨̓೥ʣ̐ ݄��೔ ڠ（ � ） 会

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
物

ྲྀ
੓
ࡦ
ҕ
員
会（
三
村
Ғ
一

࿠
ҕ
員
長
）は
３
月
26
日
、

東
ト
૯
合
会
ؗ
で
、
ྩ
和
６

年
度
第
３
回
ҕ
員
会（
̬
̴

̱
ซ
用
）を
開
࠵
し
、
６
年

度
の
活
ಈ
報
告
と
し
て
、
運

賃
・
料
金
適
ਖ਼
化
検
౼
খ
ҕ

員
会
の
活
ಈ（
ඪ
準
的
運
賃

の
ಧ
出
結
果
）、
ற
ं
規
制

見
௚
し
の
ਪ
ਐ
、
労
働
ྗ
の

確
保
対
ࡦ
に
つ
い
て
説
明
。

東
ト
協
は
、
ྩ
和
̓
年
度

உ
ੑ
・
ঁ
ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー
໔

ڐ
取
ಘ
ॿ
੒
事
業
を
࣮
ࢪ
し

て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
ϑ
Ỹ
ー
ス
ト

に
ྗ
点
を
ஔ
い
た
ࢪ
ࡦ
を
ల

開
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
଍
問

題
を
ଧ
開
す
る
取
り
組
み
の

一
؀
と
し
て
、大
ܕ
・
中
ܕ
・

準
中
ܕ
各
自
ಈ
ं
໔
ڐ
の
新

規
取
ಘ
と
あ
わ
せ
、̔
Ἁ
限

定
中
ܕ
お
よ
び
５
Ἁ
限
定
解

除
৹
査
අ
用
の
一
部
を
ॿ
੒

す
る
も
の
ࡢ。
年
度
に
引
き

続
き
、要
件
の
一
部
を
؇
和

し
て
い
る
。

６
年
度
の
各
種
ॿ
੒

の
ਃ
੥
結
果
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
̓

年
度
の
࣮
ࢪ
計
画
な

ど
を
৹
議
・
ঝ
認
し

た
。๯

಄
、
三
村
ҕ
員

長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
２
０
２
４
年
問
題

に
௚
結
す
る
人
ࡐ
確

保
、
ඪ
準
的
運
賃
の

ಧ
出
、
ற
ं
問
題
に

つ
い
て
は
、
業
界
を

ڍ
げ
て
取
り
組
ん
で

ॿ
੒
内
༰
な
ど
は
次
の
通

り
。

ở
ਃ
੥
ड
෇
ظ
ؒ
Ỡ

̓
年
４
月
１
日
～
̔
年
１

月
30
日（
༧
算
額
に
ୡ
し
次

第
、ड
付
終
ྃ
）

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

東
ト
協
会
員
で
中
খ
企
業

者（
ࢿ
本
金
の
額
ま
た
は
出

ࢿ
の
૯
額
が
３
ԯ
ԁ
以
下
、

ま
た
は
常
時
࢖
用
す
る
ै
業

員
の
数
が
３
０
０
人
以
下
の

会
社
お
よ
び
ݸ
人
）

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

˓
உ
ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー

大
ܕ
・
中
ܕ
・
準
中
ܕ
໔

ڐ
の
新
規
取
ಘ
ử
５
ສ
ԁ
˜

中
ܕ
・
準
中
ܕ
໔
ڐ
の
限
定

解
除
৹
査
ử
３
ສ
ԁ

˓
ঁ
ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー

取
ಘ
අ
用
の
３
分
の
２
。

た
だ
し
上
限
は
次
の
通
り
。

大
ܕ
໔
ڐ
ử
26
ສ
̓
０
０

０
ԁ
˜
中
ܕ
໔
）ڐ
限
定
解

除
を
ؚ
む
）
ử
18
ສ
ԁ
˜
準

中
ܕ
໔
）ڐ
限
定
解
除
を
ؚ

む
）ử
26
ສ
̓
０
０
０
ԁ

ở
ॿ
੒
ਓ
਺
Ỡ

˓
உ
ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー

１
会
員
事
業
者
当
た
り
５

人
ま
で

˓
ঁ
ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー

上
限
な
し

ở
ॿ
੒
ཁ
݅
Ỡ

˜
ॿ
੒
対
象
の
உ
ੑ
・
ঁ

ੑ
ド
ラ
イ
バ
ー
は
原
則
、
ॿ

東
ト
協
は
４
月

９
日
か
ら
、
ྩ
和
̓

年
度「
運
行
管
理
者

一
般
ߨ
श
ड
ߨ
料
ॿ

੒
」
の
ਃ
੥
ड
付
を

行
っ
て
い
る
。

ड
付
期
間
は
̔
年

２
月
27
日
ま
で（
先

ண
ॱ
／
༧
算
額
に

ୡ
し
次
第
、
ड
付
終

ྃ
）。
運
行
管
理
者

の
ߨ
श
ड
ߨ
は
、
法

ྩ
で
定
め
ら
れ
た
ٛ

務
で
あ
る
と
と
も

に
、
運
行
管
理
の
知

ࣝ
の
޲
上
に
よ
り
、

日
々
の
運
行
管
理
の

安
શ
ੑ
޲
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
運

行
管
理
者
が
確
࣮
に

お
り
、
中
で
も
ඪ
準
的
運
賃

の
ಧ
出
ଅ
ਐ
で
は
、
皆
様
の

協
ྗ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
最

終
的
に
目
ඪ
を
ୡ
੒
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は

ՙ
主
や
ݩ
੥
と
運
賃
஋
上
げ

を
交
ব
し
、
適
ਖ਼
運
賃
・
料

金
の
ऩ
ड
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
６
年
度
の
活
ಈ

報
告
と
し
て
、
ま
ず
運
賃
・

料
金
適
ਖ਼
化
検
౼
খ
ҕ
員
会

の
活
ಈ
に
つ
い
て
説
明
。
会

員
事
業
者
の
ඪ
準
的
運
賃
ಧ

出
率
は
２
月
຤
時
点
、
શ
支

部
平
ۉ
95
・
̓
ˋ
と
な
り
、

ಧ
出
ଅ
ਐ
活
ಈ
の
目
ඪ
と
し

て
い
た
95
ˋ
を
ୡ
੒
。
三
村

ҕ
員
長
が
ҕ
員
を
通
じ
て
各

支
部
の
取
り
組
み
に
対
し
て

感
ँ
の
言
༿
を
述
べ
た
。

ま
た
、
ற
ं
規
制
の
見
௚

し
ਪ
ਐ
と
し
て
、
ࡢ
年
12
月

に
会
員
事
業
者
に
対
し
て
、

「
ற
ं
規
制
の
見
௚
し
に
関

੒
金
交
付
日
を
起
算
し
て
５

年
以
上
そ
の
会
社
に
継
続
勤

務
す
る
こ
と

˜
取
ಘ
し
た
໔
ڐ
に
つ
い

て
国
お
よ
び
関
܎
ஂ
ମ
な
ど

か
ら
ॿ
੒
金
が
交
付
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

˜
東
京
し
ご
と
財
ஂ
࣮
ࢪ

の「
業
界
別
人
ࡐ
確
保
ڧ
化

ۓ
ٸ
支
ԉ
事
業
」
と
の
ซ
用

ਃ
੥
が
Մ
ೳ

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
র（
交
付
ਃ
੥

書
な
ど
の
μ
ウ
ン
ϩ
ー
ド
が

Մ
ೳ
）

˜
問
い
合
わ
せ
・
ਃ
੥
先

ử
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
؀

ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
̓
）

ड
ߨ
す
る
よ
う
、
ੵ
ۃ
的
な

活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ở
ॿ
੒
ର
৅
ऀ
Ỡ

会
員
事
業
者
の
都
内
事
業

所
に
て
બ
೚
さ
れ
て
い
る
運

行
管
理
者
で
、
法
律
の
規
ఔ

に
よ
り
̓
年
度
中
に
一
般
ߨ

श
の
ड
ߨ
ٛ
務
の
あ
る
者

ở
ॿ
੒
ର
৅
ߨ
श
Ỡ

՟
物
自
ಈ
ं
運
送
事
業
༌

す
る
状
況
等
の
調
査
」（
Ξ
ン

έ
ー
ト
）を
࣮
ࢪ
し
、
そ
の

結
果
を
౿
ま
え
て
要
๬
書
を

取
り
ま
と
め
、３
月
21
日
に

ܯ
ࢹ
ி
交
通
部
へ
提
出
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。（
̍
໘
ʹ

ؔ
࿈
）

労
働
ྗ
の
確
保
対
ࡦ
と
し

て
、
東
ト
協
各
支
部
、
東
京

労
働
ہ
、
ϋ
ϩ
ー
ϫ
ー
ク
と

の
３
者
連
ܞ
に
よ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
ื
集
説
明
会
の
開
࠵
を

支
ԉ
し
て
お
り
、
今
年
度
は

ौ
谷
・
世
田
谷
・
目
黒
各
支

部
、
๽
田
・
ᷤ
০
・
ߥ
川
・

୆
東
各
支
部
が
そ
れ
ͧ
れ
合

同
で
説
明
会
を
開
࠵
し
た
。

こ
の
後
、６
年
度
の
各
種

ॿ
੒
制
度
の
ਃ
੥
結
果
に
つ

い
て
報
告
。
運
転
໔
ڐ
取
ಘ

ॿ
੒
で
は
人
数
制
限
を
؇

和
・
ఫ
ഇ
し
、
உ
ੑ
ド
ラ
イ

バ
ー
の
新
規
取
ಘ
で
༧
算
超

過
と
な
っ
た
が
、
શ
ମ
༧
算

の
中
で
調
੔
す
る
。

ま
た
、̓
年
度
の
ॿ
੒
࣮

ࢪ
計
画
で
は
、
運
転
໔
ڐ
取

ಘ
の
ॿ
੒
࿮
は
ࡢ
年
度
と
同

数
を
確
保（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。「
働

き
や
す
い
職
場
認
ূ
制
度
」

取
ಘ
ଅ
ਐ
ॿ
੒
の
ॿ
੒
࿮
は

ॖ
খ
す
る（
̐
໘
ࢀ
র
）。

さ
ら
に
、
国
౔
交
通
省
が

࣮
ࢪ
し
て
い
る「
ඪ
準
的
運

賃
の
ਁ
ಁ
・
活
用
状
況
等
に

関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て
、

ҕ
員
を
通
じ
て
協
ྗ
を
呼
び

か
け
た
。

今
後
の
ҕ
員
会
の
ਐ
め
方

と
し
て
は
、
ඪ
準
的
運
賃
ಧ

出
の
੒
果
を
౿
ま
え
、
ՙ
主

と
の
運
賃
交
ব
を
࣮
ࢪ
す
る

た
め
、
会
員
事
業
者
の
取
り

組
み
支
ԉ
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
೩
料
Ձ
֨
の
ߴ
ಅ
が

長
期
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
೩
料
α
ー
ν
Ỿ
ー
ジ
」

に
つ
い
て
、
導
入
の
状
況
な

ど
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

導
入
に
޲
け
た
情
報
提
ڙ
・

支
ԉ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

送
安
શ
規
則
に
基
づ
き
国
౔

交
通
大
ਉ
が
定
め
た
ߨ
श
の

う
ち
、
ߨ
श
認
定
ػ
関
が
࣮

ࢪ
す
る
運
行
管
理
者
一
般
ߨ

श（
՟
物
）で
、࣮
ࢪ
期
間
中

に
ड
ߨ
お
よ
び
ड
ߨ
料
の
支

払
い
が
׬
ྃ
し
た
も
の
。
た

だ
し
、̓
年
４
月
１
日
以
降

に
ड
ߨ
お
よ
び
ड
ߨ
料
の
支

払
い
が
׬
ྃ
し
た
も
の
は
遡

っ
て
対
象
と
す
る

˞
認
定
ػ
関
に
つ
い
て

は
、
自
ಈ
ं
૯
合
安
શ
情
報

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）の

「
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
」

を
ࢀ
র
。

ở
ॿ
੒
ਓ
਺
・
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

１
会
員
事
業
者
に
つ
き
支

部
ొ
࿥
୆
数
分
ま
で（
上
限

10
人
）、１
人
に
つ
き
３
２
０

０
ԁ
を
上
限
と
し
て
、
ॿ
੒

対
象
ߨ
श
の
ड
ߨ
料
を
ॿ
੒

ở
ਃ
੥
ํ
๏
Ỡ

東
ト
協
̝
̥
か
ら
μ
ウ
ン

ϩ
ー
ド
し
た
ਃ
੥
様
ࣜ
と
ఴ

付
書
ྨ
を
ఴ
え
て
、
東
ト
協

業
務
部
交
通
・
؀
ڥ
グ
ル
ー

ϓ
Ѽ
て
に
༣
送
、
ま
た
は
࣋

ࢀ
な
ど
に
よ
り
提
出

˜
問
い
合
わ
せ
・
ਃ
込
先

ử
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
؀

ڥ
（̜
ὸ
03
・

３
３
５
９
・
３

６
１
̔
）

̍
ਓ
̏
̎
̌
̌
ԁ
্
ݶ

ඪ
४
త
ӡ
௞
ಧ
ग़
཰

໨
ඪ
ୡ
੒
Λ
ใ
ӡࠂ

௞
ऩ
ड
へ
औ
Γ
૊
Έ
継
続

東ト協 物流政策委員会

「運行管理者一般講習受講料」助成 東ト協
７年度

運
転
免
許
取
得
を
支
援

東
τ
ڠ

７
年
度

男
性
・
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
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過去の問題の解説と
実践模擬問題
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定価  2,640 円（税込）

【貨物編】

●出題範囲の要点を法令ごとに収録
●過去の試験問題100問を徹底解説
●30問の実践模擬問題付

運行管理者試験テキスト

東
京
都
՟
物
自
ಈ
ं
運
送

適
ਖ਼
化
事
業
࣮
ࢪ
ػ
関（
本

部
長・ਫ
野
ޭ
東
ト
協
会
長
）

は
３
月
21
日
、
ྩ
和
６
年
度

ධ
議
ҕ
員
会（
ҕ
員
長
・
ਿ

ࢁ
խ
༸
早
Ҵ
田
大
ֶ
名
༪
ڭ

त
）を
開
࠵
し
、
６
年
度
事

業
࣮
ࢪ
結
果
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、̓
年
度
事
業
࣮
ࢪ

計
画
Ҋ
を
৹
議・ঝ
認
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
ਫ
野
本

部
長
の
代
理
と
し
て
出
੮
し

た
東
ト
協
の
٠
஑
ਖ਼
ߒ
෭
会

長（
適
ਖ਼
化
事
業
指
導
ҕ
員

長
）が
あ
い
さ
つ
し
、「
社
会

的
要
੥
に
Ԡ
え
る
た
め
、
さ

ら
な
る
業
界
の
健
શ
化
や
、

関
の
果
た
す
໾
割
は
ۃ
め
て

重
要
だ
。
安
શ
か
つ
ՙ
主
や

社
会
か
ら
৴
པ
さ
れ
る
よ
う

事
業
者
の
支
ԉ
を
行
っ
て
い

る
が
、
適
ਖ਼
化
事
業
の
適
ਖ਼

な
࣮
ࢪ
と
࣮
ࢪ
ػ
関
の
効
果

的
な
活
ಈ
に
つ
い
て
、
ҕ
員

の
ධ
議
と
提
言
を
い
た
だ
き

た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
、
ਿ
ࢁ
ҕ
員
長
は

「
物
ྲྀ
の
２
０
２
４
年
問
題

へ
の
対
Ԡ
に
ۤ
労
す
る
中
、

エ
ッ
η
ン
シ
Ỿ
ル
ϫ
ー
Χ
ー

と
し
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
α

ー
Ϗ
ス
は
、
զ
が
国
だ
け
で

な
く
、
世
界
の
人
々
の
生
活

に
必
要
不
Մ
ܽ
な
も
の
だ
。

Ӧ
業
用
՟
物
ं
に
よ
る
交
通

事
ނ
が
増
加
܏
޲
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た

事
業
を
࣮
ࢪ
す
る
こ
と
が
事

ނ
の
࡟
ݮ
に
ߩ
ݙ
さ
れ
る
と

思
う
。
事
業
運
Ӧ
が
ݫ
し
い

中
で
は
あ
る
が
、
安
શ
第
一

を
؊
に
໏
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、６
年
度

東
京
都
適
ਖ਼
化
事
業
ػ
関
の

࣮
ࢪ
結
果
を
報
告
。
ࡢ
年
度

に
続
い
て
、
८
回
指
導
の
૯

合
ධ
Ձ
が
̙
・
̚
ධ
Ձ
の
事

業
所
に
対
す
る
८
回
指
導
を

重
点
的
に
࣮
ࢪ
し
、６
年
度

の
८
回
指
導
結
果（
̓
年
２

月
時
点
）で
は
、
̙
・
̚
ධ

Ձ
の
事
業
所
は
શ
ମ
の
９
・

３
ˋ
（
前
年
同
期
比
３
・
̔

⻲
ݮ
）で
、
શ
国
平
ۉ
お
よ

び
関
東
平
ۉ
よ
り
も
ߴ
い
ਫ

準
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
通
常
८
回
指
導
指

摘
項
目
の
ϫ
ー
ス
ト
５
と
し

て
は
、
ᶃ
特
定
の
運
転
者
に

対
す
る
特
別
な
指
導
の
未
࣮

ࢪ
、
ᶄ
定
期
点
検
未
࣮
ࢪ
、

ᶅ
特
定
の
運
転
者
に
対
す
る

適
ੑ
਍
断
の
未
ड
਍
、
ᶆ
健

事
業
者
が
公

ਖ਼
な
ڝ
૪
を

行
う
た
め
の

؀
ڥ
੔
備
と

ί
ン
ϓ
ラ
イ

Ξ
ン
ス
の
޲

上
に
よ
る
༌

送
の
安
શ
・

安
心
を
ਐ
め

て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ

り
、
適
ਖ਼
化

事
業
࣮
ࢪ
ػ

を
ิ
׬
࣮
ࢪ
す
る
と
説
明
。

加
え
て
、
՟
物
自
ಈ
ं
運

送
事
業
安
શ
ੑ
ධ
Ձ
事
業

（
̜
マ
ー
ク
制
度
）の
ී
及

֦
大
の
た
め
、
広
報
や
૬
ஊ

会
に
よ
る
̜
マ
ー
ク
ਃ
੥
の

α
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
८
回

指
導
時
に
、
管
理
ମ
制
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
事
業
者
へ

ਃ
੥
に
関
す
る
情
報
提
ڙ
・

Ξ
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
多
く

の
事
業
者
が
新
た
に
取
り
組

東
ト
協

は
、
ྩ
和
̓

年
度
の
安
શ

ੑ
優
良
事
業

所
認
定
制
度

（
̜
マ
ー
ク

制
度
）
ਃ
੥

に
関
す
る
説

明
会
を
࣮
ࢪ

す
る
。

会
員
事
業

東
ト
協
適
ਖ਼
化
事
業
部
は

こ
の
΄
ど
、『
適
ਖ਼
化
だ
よ

り
』
臨
時
߸
を
ൃ
行
し
、
マ

イ
ナ
໔
ڐ
ূ
の
運
用
開
࢝
に

関
す
る
情
報
ൃ
৴
を
行

っ
て
い
る（
ຊ
߸
ʹ
ಉ

෧
）。今߸

で
は
、
໔
ڐ
情

報
が
記
࿥
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
Χ
ー
ド（
マ
イ
ナ
໔
ڐ

ূ
）の
運
用
が
３
月
24
日
か

ら
શ
国
で
開
࢝
さ
れ
た
こ
と

東
京
都
؀
ڥ
ہ
は
、
ྩ
和

̓
年
度「
՟
物
༌
送
ධ
Ձ
制

度
」
を
࣮
ࢪ
す
る
。
こ
れ
に

൐
い
、
ਃ
੥
૭
ޱ
を
担
当
す

る
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
業
務
部
交
通
・
؀
ڥ
グ
ル

手
数
料
は
ແ
料
。

対
象
事
業
者
は
、

都
内
を
ൃ
ண
す
る
՟

物
自
ಈ
ं
運
送
事
業

者（
事
業
所
の
所
在
஍
は
都

内
外
を
問
わ
な
い
）。

৹
査
項
目
は
、
各
事
業
者

が
保
༗
す
る
શ
ं
྆
の
೩
අ

記
࿥（
６
年
４
月
～
̓
年
３

月
の
１
年
間
）や
、
運
転
者

に
対
す
る
エ
ί
ド
ラ
イ
ブ
の

ڭ
ҭ
܇
࿅
・
指
導
な
ど
の
ମ

制
、
೩
අ
デ
ー
タ
の
集
計
・

分
ੳ
な
ど
೩
අ
に
܎
る
日
常

的
な
管
理
ମ
制
。

ධ
Ձ
に
当
た
っ
て
は
、
70

の
ं
྆
区
分
の
平
ۉ
೩
අ
஋

（
ϕ
ン
ν
マ
ー
ク
）を
も
と

に
、
各
事
業
者

の
શ
ं
྆
を
対

象
に
࣮
૸
行
೩

අ
の
ภ
差
஋
を

（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
৴
と
会
場

説
明
会
）を
開
࠵
す
る
。
日

ఔ
は
次
の
通
り

˜
オ
ン
ラ
イ
ン
配
৴
期
間

ử
４
月
14
日
～
５
月
23
日

˜
会
場（
̬
̴
̱
配
৴
）

説
明
会
ử
４
月
14
日
ޕ
後
２

時
30
分
～
４
時
、
同
18
日
ޕ

後
３
時
～
４
時
30
分
、
同
22

日
ޕ
後
２
時
～
５
時（
会
場

は
い
ず
れ
も
東
ト
૯
合
会

ؗ
ࢀ（

加
ਃ
し
込
み
な
ど
ৄ
ࡉ

は
、東
ト
協
̝
̥
を
ࢀ
র
。

者
の
̜
マ
ー
ク
認
定
取
ಘ
の

ଅ
ਐ
に
޲
け
て
、
新
規
ਃ
੥

や
更
新
ਃ
੥
の
手
続
き
な
ど

を
α
ポ
ー
ト
す
る
た
め
࣮
ࢪ

し
て
い
る
も
の
。

開
࠵
日
ఔ
な
ど
は
、
ද
の

通
り
。
本
部
会
場（
東
ト
૯

合
会
ؗ
）は
５
月
22
・
23
日

の
２
日
間
、
多
ຎ
支
部（
三

多
ຎ
自
ಈ
ं
会
ؗ
）は
５
月

28
日
に
開
࠵
す
る
。

説
明
会
に
加
え
、
ݸ
別
の

事
前
૬
ஊ
会
も
行
っ
て
お

り
、
本
部
会
場
は
６
月
19
・

20
日
の
２
日
間
、
多
ຎ
会
場

で
は
６
月
23
・
24
日
の
２
日

間
࣮
ࢪ
す
る
༧
定
。

さ
ら
に
、̜
マ
ー
ク
৹
査・

ධ
Ձ
の
対
象
と
な
る
安
શ
運

転
ݚ
म
会
を
６
月
５
日
、
८

回
指
導
に
܎
る
ݚ
म
会
を
６

月
25
・
26
日
、
そ
れ
ͧ
れ
東

ト
૯
合
会
ؗ
で
行
う
༧
定
。

説
明
会
な
ど
の
ਃ
し
込
み

方
法
は
、
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ

ー
ジ
に
ॱ
次
ܝ
ࡌ
す
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
ợ
本

部
会
場
Ụ
東
ト
協
適
ਖ਼
化
事

業
部（
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

４
１
３
̔
˜
多
ຎ
支
部（
ὸ

０
４
２
・
５
２
４
・
３
４
６

９
、
̛
̖
̭
０
４
２
・
５
２

５
・
１
̓
̓
５
）

に
よ
り
、
３
通
り
の「
໔
ڐ

ূ
の
࣋
ち
方
」
に
つ
い
て
解

説
。
マ
イ
ナ
໔
ڐ
ূ
は
、
ॅ

所
変
更
を
؆
ૉ
化
し
、
໔
ڐ

更
新
時
の
手
数
料
が
安
く
な

る
な
ど
の
メ
Ϧ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
、
運
転
種
ྨ
な
ど
の
確

認
に
手
間
が
か
か
る
΄
か
、

ฆ
ࣦ
時
に
は
手
続
き
が
൥
ࡶ

で
、
時
間
を
要
す
る
な
ど
の

デ
メ
Ϧ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
マ
イ
ナ
໔
ڐ
ূ
と
ै
来

の
໔
ڐ
ূ
の
྆
方
を

所
࣋
す
る
こ
と
も
Մ

ೳ
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で

ൃ
行
し
た『
適
ਖ਼
化
だ
よ
り
』

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
東

ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
に
ܝ
ࡌ

し
て
い
る
。

ー
ϓ
）で
༣
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
の
ਃ
੥
が
４
月
14
日
か

ら
５
月
21
日（
必
ண
）ま
で
、

૭
）ޱ
࣋
ࢀ
）
ਃ
੥
が
４
月

16
日
か
ら
５
月
23
日
ޕ
後
５

時
ま
で
ड
付
を
行
う
。（
ਃ
੥

書
ྨ
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合

の
म
ਖ਼
・
௥
加
書
ྨ
の
提
出

は
５
月
30
日
ま
で
）。
ਃ
੥

算
出
し
、３
ஈ
֊（
三
つ
੕
・

ೋ
つ
੕
・
一
つ
੕
）で
ධ
Ձ

す
る
。
ධ
Ձ
取
ಘ
事
業
者
に

は
ධ
Ձ
ূ
明
書
を
交
付
す
る
。

ධ
Ձ
事
業
者
は
、̓
月
頃

に
都
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）

で
公
ද
す
る
。
ৄ
ࡉ
は
、
東

ト
協
ま
た
は
都
؀
ڥ
ہ
の
̝

̥
を
ࢀ
র
。

˜
ਃ
੥
・
問
い
合
わ
せ
先

ử
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
؀

ڥ
（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

６
６
̓
１
）

申
請
に
関
す
る
説
明
会

オ
ン
ラ
イ
ン
・
会
場
で

東
ト
協
は
、
̓
年
度「
՟

物
༌
送
ධ
Ձ
制
度
」
説
明
会

め
る
よ
う
周
知
֦
大
を
ਤ
る
。

こ
の
΄
か
、
̜
マ
ー
ク
事

業
所
の
認
定
状
況
に
つ
い
て

報
告
。
શ
国
の
認
定
数
は
２

ສ
９
０
６
９
事
業
所
で
、
認

定
率
は
33
・
９
ˋ
。
こ
の
う

ち
、
東
京
の
認
定
数
は
１
６

４
４
事
業
所
だ
っ
た
。ま
た
、

̜
メ
ン
調
査
員
の
業
務
内
༰

や
集
中
監
ࢹ
月
間
の
取
り
組

み
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

者
ݚ
म
未
ड
ߨ
Ổ
Ổ
の
ॱ
で

指
摘
が
多
い
状
況
で
、
指
摘

率
は
ݮ
গ
܏
޲
に
あ
る
。
こ

れ
ら
の
情
報
は
、
東
ト
協
ϗ

ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
に
ܝ
ࡌ
し
、
事

業
者
に
஫
意
ש
起
を
ਤ
っ
て

い
る
。

̓
年
度
࣮
ࢪ
計
画
で
は
引

き
続
き
、
८
回
指
導
の
૯
合

ධ
Ձ
が
̙
・
̚
ධ
Ձ
の
事
業

所
に
対
す
る
८
回
指
導
を
重

点
的
に
࣮
ࢪ
す
る
。
会
員
事

業
者
に
対
し
て
は
、
८
回
指

導
と
は
別
の
ػ
会
を
設
け
、

事
業
者
の
૬
ஊ
対
Ԡ
と
۩
ମ

的
な
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
物

ྲྀ
の
適
ਖ਼
化
の
た
め
の
情
報

ऩ
集
・
調
査
と
し
て
、
適
ਖ਼

化
事
業
調
査
員（
̜
メ
ン
調

査
員
）の
業
務
を
計
画
Ҋ
に

௥
加
。
国
の
ト
ラ
ッ
ク
・
物

ྲྀ
̜
メ
ン
に
よ
る
調
査
な
ど

康
਍
断
未

࣮
ࢪ
、
ᶇ

੔
備
管
理

ձɹ৔

આ໌ձ

東ト協 本部会場
新宿区四谷3-1-8

౦ژ౎τラック૯߹ձؗ

多摩会場
国立市北3-27-11
ଟຎࣗಈंձؗ಺ࡾ

Gマーク説明会

Gマーク申請に向
けて、申請資格、申
請方法などについ
て、全般的に説明

˓̑ ݄��೔ʢ໦ʣɺ��೔ʢۚʣ
⿠֤೔ともɺ࣌�ޙޕ��෼͔Β
ɹʢ֤ճともɺ�࣌ؒఔ౓ʣ

˓̑ ݄��೔ʢਫʣ
⿠ޙ̎ޕ ͔࣌Β
ʢ̎࣌ ؒఔ౓ʣ

ఆһ֤ճ��ਓʢઌணॱʣ
ਃしࠐΈはɺ౦τڠϗーϜϖージͰ

ఆһ��ਓʢઌணॱʣ
※ଟຎࢧ෦ձһݶఆ
ਃしࠐΈはɺଟຎࢧ෦΁'"9Ͱ

申込期間 ݄̐ ��೔ʢۚʣʙ̑ ݄��೔ʢ໦ʣ ෦΁໰い߹Θͤࢧはଟຎࡉৄ

Ｇマーク申請
受付期間・方法

˓૭ޱड෇ɿ̓ ݄̍ ೔ʢՐʣʙ ��೔ʢ݄ʣ
Λ༧ఆʢͨだしɺ౔ɾ೔༵೔Λআくʣ
˓༣ૹड෇ɿ౦τڠຊ෦૭ޱ΁݄̓
��೔ʢ݄ʣඞண
ਃ੥ɿ̓ࢠి˓ ݄̍ ೔ʢՐʣʙ ��೔ʢ݄ʣ
Λ༧ఆ

ʓ̓ ݄̐ ೔ʢۚʣɺ̓ ೔ʢ݄ʣ
※ଟຎࢧ෦૭ޱ΁ఏग़

Δ༧ఆ͢ࡌܝϗーϜϖージʹॱ࣍ڠΑͼ౦τ͓ڠはɺશτࡉৄ

６年度
評
議
委
員
会

東
京
都
適
正
化

事
業
実
施
機
関

７年度事業実施計画を承認Ｄ
・
Ｅ
評
価
へ
の
重
点
実
施
を
継
続

４
月
25
日
か
ら
受
付

本
部
会
場

東
ト
協
適
正
化
事
業
部

『
適
正
化
だ
よ
り
』を
発
行

東ト協
７年度

申
請
窓
口
・
東
ト
協

持
参
・
郵
送
・
メ
ー
ル
で

貨
物
輸
送
評
価
制
度

東
京
都

７
年
度

Ｇマーク制度説明会
認定申請をサポート
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最
近
、
友
人

た
ち
か
ら
「
生

存
確
認
」
の
よ

う
な
連
絡
が
時

々
あ
る
。
皆
70

代
だ
。〝
別
れ
〟
を
告
げ

る
同
世
代
人
が
増
え
て
き

た
か
ら
だ
ろ
う
か
◆
40
～

50
代
の
会
話
に
は
老
齢
の

親
へ
の
心
配
事
が
出
て
く

る
そ
う
で
、
60
～
70
代
に

な
る
と
、
自
分
や
パ
ー
ト

ナ
ー
の
老
化
・
病
気
が
話

題
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と

い
う
◆
先
日
、
30
年
ぶ
り

に
70
代
夫
婦
３
組
で
食
事

を
し
た
。
い
つ
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
か
ら
と
。

話
題
は
「
終
活
」
関
連
も

あ
っ
た
が
、
人
生
を
楽
し

も
う
と
い
う
企
画
が
次
々

と
飛
び
出
し
た
。〝
幕
引

き
〟
を
前
提
と
し
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
さ
か
も
◆
１
月
５

日
と
４
月
15
日
は
「
遺ゆ

い
ご
ん言

の
日
」、11
月
15
日
は
「
い

い
遺
言
の
日
」。
人
生
最

後
の
作
業
を
も
っ
と
理
解

し
て
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
関
連
記
念
日
が
や
け

に
多
い
◆『
大
辞
林
』（
第

４
版
／
三
省
堂
）
に
よ
れ

ば
、
遺
言
は
「
自
分
の
死

ん
だ
あ
と
の
事
に
つ
い
て

言
い
残
す
こ
と
」と
あ
り
、

法
曹
界
で
は
「
い
ご
ん
」

と
読
む
そ
う
だ
◆
残
す
財

産
な
ど
何
も
な
い
。
が
、

〝
幕
引
き
〟
に
思
い
を
馳

せ
た
ら
、
不
思
議
と
「
こ

れ
か
ら
ど
う
生
き
た
い
の

か
」
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
た
。
そ
ろ
そ
ろ
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
や
遺
言

を
準
備
す
べ
き
か
。
誰
に

も
い
つ
か
必
ず
や
っ
て
来

る〝
そ
の
日
〟の
た
め
に
。

　官製はがきに、①答え②あなたの郵便番
号・住所③会社名④氏名⑤年齢⑥本紙への
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（1,000円分）をプレゼント。
☆インターネットでのご応募も可能です。
　https://www.totokyo.or.jp/
☆�インターネット応募の場合、解答フォー
ムをご利用ください。東ト協ＨＰトップ
「会員の皆様へ」をクリックし、「東京都
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応 募 方 法
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スケルトン

by 冴戒 椎也

AA

DD

EE
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FF
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CC

GG

［解答欄］

［
リ
ス
ト
］

※�小さい「ッ」など
は大きな「ツ」な
どと同じものと
して扱ってくだ
さい。

●２文字
バラ

●３文字
イチゴ
スミレ
ツツジ
ローズ

●４文字
シラウメ
ナデシコ
ナノハナ
ハマナス
パンジー
ヒナギク
モクレン

●5文字
カキツバタ
クロッカス
シバザクラ
シャクヤク
ユキヤナギ
ラベンダー
レンゲソウ

●6文字
ジンチョウゲ
チューリップ
ミヤコワスレ

東京の桜

春
は
別
れ
と
出
会
い
の

季
節
。
新
入
社
員
の
姿
を

見
て
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
感
じ
る
こ
の
頃
。

３
月
24
日
に
東
京
の
桜

が
開
花
し
、
25
日
に
は
横

浜
、
26
日
に
は
甲
府
で
咲

い
た
。
平
年
並
み
か
、
や

は
桜
を
指
し
て
い
る
も
の
の
、そ
の
昔

は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
梅
が
ス
テ
ー

タ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
、
決
し
て
桜
が
好
ま

れ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

平
安
時
代
に
入
る
と
、次
第
に
桜

の
観
賞
が
貴
族
た
ち
に
広
ま
り
、桜

の
下
で
宴
を
す
る
様
子
が「
源
氏
物

語
」
に
記
さ
れ
、「
古
今
和
歌
集
」
で

も
桜
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、桜
に
関
す
る
記
述
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、農
民
た
ち
は
農

第152回

まちかど写真家 筑峯  総太

や
早
い
開
花
と
な
り
、今
月
に
入
り

肌
寒
い
日
が
連
続
し
た
も
の
の
、１

週
間
前
後
で
満
開
と
な
り
、春

の
訪
れ
を
満
喫
で
き
た
。

都
内
で
桜
の
名
所
と
い
え
ば
、

目
黒
川
、
千
鳥
ヶ
淵
、
隅
田
公

園
と
、
多
く
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

が
上
が
っ
て
く
る
。
花
見
の
起

源
は
諸
説
あ
る
が
、
奈
良
時
代

ま
で
遡

さ
か
の
ぼり
、
貴
族
が
梅
を
好
ん
で
鑑

賞
し
て
い
た
そ
う
だ
。
現
代
の
花
見

耕
時
期
と
も
重
な
る
た
め
、桜
を
愛

で
る
祭
事
の
観
点
で
、神
に
五
穀
豊

穣
を
願
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現

代
の
純
粋
な
楽
し
み
と
し
て
庶
民
に

広
ま
っ
た
の
は
、江
戸
時
代
以
降
か

ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
後
期
に
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
を
改
良
し
た
、「
吉
野

桜
」が
誕
生
し
た
。
吉
野
桜
は
都
内

豊
島
区
に
あ
っ
た「
染
井
村
」で
、植

木
職
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と

さ
れ
る
。
奈
良
の
吉
野
の
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
と
区
別
す
る
た
め
、後
に「
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

交
配
・
改
良
を
重
ね
、
当
時
は
３
０

０
種
に
ま
で
増
え
た
と
い
う
。

谷
中
霊
園
の
桜
も
都
内
の
名
所
の

一
つ
。天
王
寺
か
ら
続
く
道
は「
さ
く

ら
通
り
」と
呼
ば
れ
、咲
き
誇
る
と
ト

ン
ネ
ル
の
よ
う
に
な
る
。
浄
名
院
の

横
を
通
り
、
霊
園
に
至
る
桜
並
木
や

霊
園
内
に
点
在
す
る
大
木
が
見
事
だ
。

近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ト
効
果
で
、
多
く

の
外
国
人
観
光
客
も
訪
れ
て
い
た
。

日
本
の
優
し
さ
が
伝
わ
れ
ば
と
思
う
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

⑴
労
働
・
社
会
保
険
の
料
率

の
変
更

①
雇
用
保
険
率

雇
用
保
険
率
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
４
月
か
ら
１
０
０

０
分
の
14
・
５（
被
保
険
者

負
担
１
０
０
０
分
の
５
・
５
、

事
業
主
負
担
１
０
０
０
分

の
９
）へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

変
更
対
象
と
な
る
の
は
、
４

月
支
払
の
賃
金
で
は
な
く
４

月
分
の
賃
金
か
ら
と
な
り
、

被
保
険
者
負
担
分
の
料
率
変

更
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
留
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

労
災
保
険
料
率
に
つ
い
て
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
健
康
保
険
料
率

加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
者

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
の
場
合
、
３

月
か
ら
東
京
都
の
健
康
保
険

の一
般
保
険
料
率
は
、１
０
０

０
分
の
９
・
98
か
ら
１
０
０

０
分
の
９
・
91
に
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保

険
料
率
も
１
０
０
０
分
の
16

か
ら
１
０
０
０
分
の
15
・
９

に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

４
月
支
払
分
の
給
与
か
ら
被

保
険
者
の
負
担
額
も
変
更
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

健
保
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
各
健
保
組
合
の

情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
料
率

に
つ
い
て
は
、変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⑵
労
働
基
準
監
督
署
の
臨
検

・
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

労
働
基
準
監
督
署
の
臨

検
・
調
査
に
お
い
て
は
、特
に

次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
労
働
時
間
管
理

労
働
時
間
管
理
に
つ
い
て

は
、
36
協
定
に
定
め
ら
れ
た

労
働
時
間
の
延
長
限
度
及
び

改
善
基
準
告
示
の
遵
守
状
況

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

時
間
外
労
働
の
状
況
が
法
律

上
の
上
限
以
内
で
あ
っ
て
も
、

自
社
の
36
協
定
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
労
働
時
間
の
延
長

限
度
を
超
え
る
場
合
は
違
法

と
な
り
ま
す
の
で
、
自
社
の

36
協
定
で
定
め
ら
れ
た
限
度

時
間
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
別
条

項
付
36
協
定
が
締
結
さ
れ
て

い
る
場
合
、運
転
職
以
外
に
つ

い
て
は
限
度
時
間
を
超
え
て

時
間
外
労
働
を
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
労
働
者

ご
と
に
協
定
期
間
の
２
分
の

１
以
下
の
期
間（
例
：
１
年
間

の
期
間
を
定
め
る
36
協
定
の

場
合
、６
回
以
内
）に
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、同
一
労
働
者
に

２
分
の
１
の
期
間
を
超
え
て

限
度
時
間
を
超
え
る
時
間
外

労
働
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合

に
は
、法
違
反
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
運
転
職
に
つ
い
て
は
、

こ
の
規
制
の
対
象
外
で
あ
る

こ
と
か
ら
最
大
12
回
に
設
定

で
き
ま
す
が
、
改
善
基
準
告

示
違
反
が
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

な
お
、
36
協
定
の
延
長
の

限
度
及
び
改
善
基
準
告
示
を

超
過
す
る「
違
法
な
長
時
間

労
働
」
が
行
わ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
違
法
な
長
時
間
労

働
が
な
く
な
る
ま
で
徹
底
し

た
継
続
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

②
変
形
労
働
時
間
制
の
運
用

状
況変

形
労
働
時
間
制
を
採

用
し
て
い
る
場
合
、
原
則
と

し
て
あ
ら
か
じ
め
特
定
し
た

通
り
に
労
働
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
業
務
の

都
合
に
よ
り
、
日
常
的
に
労

働
日
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
場
合
に
は
、
変
形

労
働
時
間
制
に
該
当
し
な
い

も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
変

形
労
働
時
間
制
に
該
当
す
る

場
合
は
、
例
え
ば
も
と
も
と

週
の
労
働
時
間
を
48
時
間
と

定
め
て
い
た
週
に
つ
い
て
は
、

週
48
時
間
ま
で
は
割
増
賃
金

の
支
払
い
が
必
要
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
変

形
労
働
時
間
制
に
該
当
し
な

い
も
の
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、そ
の
週
に
つ
い
て
も
週
40

時
間
を
超
え
る
時
間
に
つ
い

て
割
増
賃
金
の
支
払
い
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

賃
金
の
支
払
額
に
差
額
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
差
額

に
該
当
す
る
賃
金
の
支
払
い

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

③
割
増
賃
金
の
支
払
い

時
間
外
労
働・休
日
労
働・

深
夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃

金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、適

切
に
把
握
し
た
労
働
時
間
に

基
づ
き
、
適
法
な
計
算
方
法

で
算
定
し
た
額
以
上
の
割
増

賃
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

割
増
賃
金
込
み
の
賃
金
や

定
額
時
間
外
手
当
の
支
払

い
、
特
定
の
手
当
項
目
に
よ

る
割
増
賃
金
の
支
払
い
を
行

っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

そ
の
こ
と
が
労
働
者
に
周
知

さ
れ
て
い
る
こ
と（
就
業
規
則

等
に
よ
る
規
定
及
び
労
働
条

件
通
知
書
・
雇
用
契
約
書
で

の
明
示
）の
他
、支
払
わ
れ
て

い
る
割
増
賃
金
額
の
時
間
数

の
明
示
や
、
超
過
し
た
時
間

分
の
差
額
の
支
払
い
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、こ

れ
ら
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場

合
に
は
未
払
い
賃
金
を
指
摘

さ
れ
、
支
払
い
の
必
要
が
生

じ
ま
す
。

④
最
低
賃
金
額

最
低
賃
金
は
時
間
給
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、月
給

制
で
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
月

給
の
額
を
月
の
所
定
労
働
時

間
で
除
し
て
時
間
給
を
計
算

し
て
比
較
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
低
賃
金
と
の

比
較
を
す
る
場
合
に
は
、
臨

時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
・
１

か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金（
賞
与

等
）・
所
定
労
働
時
間
を
超

え
る
時
間
の
労
働
に
対
し
て

支
払
わ
れ
る
賃
金
・
所
定

労
働
日
以
外
の
労
働
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
賃
金
・
深
夜

労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る

賃
金
の
う
ち
、
通
常
の
労
働

時
間
の
計
算
額
を
超
え
る

部
分（
深
夜
労
働
の
割
増
賃

金
）・
最
低
賃
金
に
お
い
て

算
入
し
な
い
こ
と
を
定
め
る

賃
金（
精
皆
勤
手
当
、
家
族

手
当
、通
勤
手
当
）は
、除
外

し
て
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
定
額
時

間
外
手
当
や
割
増
賃
金
と
し

て
支
払
わ
れ
て
い
る
手
当
項

目
は
、
割
増
賃
金
に
該
当
す

る
た
め
、
最
低
賃
金
額
の
算

定
の
際
に
は
除
外
さ
れ
る
こ

と
に
も
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

算
定
の
結
果
、支
払
わ
れ
て
い

る
賃
金
額
が
最
低
賃
金
額
を

下
回
っ
て
い
る
場
合
に
は
、最

低
賃
金
額
と
の
差
額
の
支
払

い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑤
臨
検
・
調
査
の
方
法

運
送
事
業
者
に
対
す
る
労

基
署
の
臨
検
調
査
に
お
い
て
、

事
前
の
通
告
な
し
で
突
然
訪

問
し
て
く
る
と
い
う
方
法
が

取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

日
常
か
ら
前
述
の
事
項
に
対

す
る
確
認
・
管
理
を
し
っ
か

り
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、物
流
二
法
の
改
正
等
運

送
業
を
取
り
ま
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
運
送
業
に
つ
い
て

は
、２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
が
思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
状
況
の
な
か
、行
政
庁
は
、

物
流
に
法
改
正
の
目
的
で
も
あ
る
荷
主
・

元
請
対
策
を
進
め
て
い
る
状
況
で
、労
働
基

準
監
督
署
の
臨
検
調
査
は
、今
の
と
こ
ろ
活

発
に
行
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、そ

の
よ
う
な
な
か
で
も
転
落
事
故
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
事
故
等
の
労
災
事
故
の
発
生
を

契
機
に
、臨
検
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、新
年
度
の

保
険
料
率
の
改
正
と
併
せ
て
、労
基
署
の
臨

検
・
調
査
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
。




